
S719 

ジャガイモ ($0加籾 tub6rOSllllL. )のピリミジン代謝

宜主翠壬、芦原忽(お茶の水大・院・人間文化)

ジャガイモ塊茎における問暗線貨の代謝にはl.Dl-グルコー

スのような糖ヌクレオチドの関与が重要であるが、ピリミジン

代謝の薗からの研究はない。植物のピリミジンヌクレオチド代

謝自体に関しても、lIPの生合成経路以外についてはあまり鮮

しく闘べられていない。そこで、本研究では、ジャガイモにお

けるピリミジン代謝を総括的に績討した。 LWの d6novo経路

およびサル〈ージ経路による生合氏リポヌクレオチドの相互

変換とデオキシリポヌクレオチドへの変換、デオキシリポヌク

レオシドのサルベージ活性、およびピリミジンの分解経路を

1.C _楓隙化合物の insituでの代謝と、関連酔濃の invitro 
での潤全を調べることにより制すした.ジャガイモではピリ

ミジン合成のd6novo経路カ噌継しており、さらに、極めて強

力なウリジン、シチジンのサルベージ経路の関与がみられ、リ

ボヌクレオチドレダクターゼを介するデオキシリボヌクレオチ

ドのd6novo合成が認められた。チミジンとウラシルのサルペ

ージ活性lま低〈、これらの化合制ま、かなりが叫に分解され

た。一方、デオキシシチジンl玄、リン酸化された後に、捌A合

成に使われる緬合とデオキシシチジンデアミナーゼによりデオ

キシウリジンに変換さ払さらにリポヌクレオチドになり、蝋

合成に用いられることが示された。得られt:J繰から、櫨蜘こ

特有なピリミジン代謝とその網節様構について考察する。

S720 

ペルオキシソーム中に共重合ポリエステルを蓄積す

る形質転換タバコの作出

新井祐子 1.2 仲下英雄小林裕美子清水俊行鈴

木義勝土肥義治山 口勇 1.2 (1.理研， 2.埼大院生理

工・生環科)

我々はこれまでに微生物由来ポリ・3・ヒドロキシアル

カン酸(PHA)生合成酵素群を権物に導入してホモポリマ

}であるポリ・3-ヒドロキシブタン酸を合成するタバコ

の作出に成功している。本研究では、ペルオキシソー

ムのp酸化系を利用することにより、物理化学的性質

がより優れた共重合ポリエステル PHAの植物生産を試

みた。 Aeromonascaviae由来 PHAシンターゼ(phaC)の C

末端にペルオキシソームへのターゲティングシグナル

である Ala-Arg-Leu又は Ser-Arg-Leuを付加し、タバコ

に導入した。得られた再分化植物から染色体 DNAを抽

出してサザンプロット法により解析した結果、 phaCの

導入が確認された。また、 RT・PCR法により、 phaCの

発現が確認された。さらに、葉のクロロホルム抽出菌

分をエタノリシスした後 GC・MSにより分析した結果、

3・ヒドロキシブタン酸エチルエステル及び 3・ヒドロキシ

ヘキサン酸エチルエステルが検出され、得られた形質

転換体が PHAを生産していることが示唆された。現在

蓄積したポリエステルの構造について検討中である。

273 

S721 

ナデシコ目のフラボノイド合成系:アントシアニン

合成遺伝子について

隼産主査，作田正明 1 (お茶の水大学・院・人間文化，

1お茶の水大学・理・生物)

高等植物の花色、紅葉などの赤色は、多くの場合

アントシアニンがその発色源であるのに対して、ナ

デシコ科を除くナデシコ目の植物では、その赤色は

ベタシアニンにより発色されている。さらに、アン

トシアニンとベタシアニンが同一種に共存する例は

報告されておらず、植物界における両者の分布は互

いに排他的である。我々は、ナデシコ目の植物のフ

ラボノイド合成に着目し、ナデシコ目ではなぜアン

トシアニンが合成されないのかという観点より、分

子生物学的な解析を試みている。そこで、アントシ

アニン合成の後期段階に位置するジヒドロフラボノ

ー ル4・リダクターゼ(DF却に注目し、既知の DFR

のシークエンスから保存性の高い部分を選び、

degenerateプライマーを股計し PCRを行った。そ

の結果、ヨウシュヤマゴボウの懸濁培養細胞、ホウ

レン草のそれぞれにおいて予想される大きさと一致

するフラグメントの増幅が確認された。また、

RT-PCRによっても同サイズのフラグメントが検出

された。

S722 

シネラリア (Ser融治Xh脚 idus)の醤からの U日コベ3:

FLAVONαo 3-o-GLUCOSYL TRANSFERASE (3Gnの

精製およE用性

盤立週、吉玉園二1ls1
〈熊本大・院・自然科学、 t熊本大・理・生物科学)

シネラリア (S砂町ioxhゆrfdus)赤紫色沼弁に含まれるフコ

ントシアニンはルブロシネラリンと凹Pletれるポリアシjレ化フフン

トシアニンの 1積である.

今回、我々はmリアシル化アジトシアニン生合成経路の解明

を目的に、シネラリアの普より 3GTを精製レその特伎を調べ

た.

シネラリア 3GTは各種カラムクロマトグラフィーにより

196信にまで精製された.3GTは分子鼠 55kDaの単

置体タンパク質であり、等.点は 5.0の酸性タンパク質であ

った.また、N末鮒は修飾されていることがわかった.3GT活

性は SH保讃獄襲によって促進され SH基阻書剤およびリ

ジン残塁修飾鼠援によって強く阻書された.本欝棄の反応後拘置

はピンポン強調Eによって行われ、 Km値はシアニジンおよび

UDP-gllぷヨoseでそれぞれ 0.12rT制、 020mMであった.

さらに、糖受8体としてアントシアニジンおよびフラボノール

に活性をもつことがわかり、いわゆるフラポノイド 3GTで

あることがわかった.また、本暦繋は 3位のみを配絡体化レ、

7位、 3'位を配糖体化することはなかった.



S723 

ナスの果皮における UDP-glu鵬 :an'也岬anm

5・Oglu∞syltran品raa(5Gr)の謝企買について

!.I地且緒方思 JI晴修治1、山口雅篤2、吉玉園二郎3

明悼大・院・自然科本 1南力式・園芸・園芸、 2南力式・

園芸・食工、 3M本大・理・生物科学)

ナス〈晶lanumm，伯母M8L.)は、紫色果皮にアントシア

ニンとしてviolanin(= na四国n:也lphinidin3・Op
∞'umaroylrhamn岬 Ig1u∞side-5・Oglu蜘 00)を主色素と

して含む長ナスタイプと、 tulipanin(delphinidin 3・0

rhamnα~lgluooside)を主色素とする丸ナスタイプの二種
に大別される。この両者における色素構造上の違いは、 3

位におけるパラクマl噌鮫話路よび5位ぬけるグルコー

ス残基の存在の有無である。これは、色素生合域経路土で

のアシJレ畑孝察および百瀬体化問震の存在の有無に帰せら

れる。

本研究では、Violaninを主色素とするナスの果皮を用い

て、 5GTの検出およt瑚分精製を行った。部分精製後の

5αrを用いて酵素湖生を測定したところ、用いた基質のう

ちOOlphinidin3・Op∞umaroylrhamnosylglu∞sideにし

か、 5位の翫瑚琳イじが生じなかった。このことから、ナス

の日Tは、基質特異性樹ド常に高いことがわかった。ま

た、対olaninが含まれない丸ナスの果皮において、 5GTの

低い活性が検出されたことは興味深い。

S724 

アラピドプシスからのキュウリグルタミルエンドペプチダー

ゼホモログ遺伝子のクローニング

血血盤盤、板垣朋子、田中~(鳥取大・畠・織物織能学}

重量4はこれまでにキュウリ緑濃からペプチド中のグルタミン

磁を特異的に..して切断する分子置 97kDaのエンドペプチ

ダーゼを精製し、その特徴を明らかにしてきた.この隊擦は

緑束中で.も主要なものであり、また Rubisco含量が急速に

減少する展開箇後の援で活性が.も高くなることから、この

時期の Rubisco分解と光合成能低下に何らかの関わりを持っ

ていると考えらる..近の研究で、この醇.の内館アミノ酸

配列を解析しホモロジー検察を行ったところ、類似の静S憶が

アラピドプシスの鱒2染色体上にコードされていることが分

かった.今回、この際S慢のアラピドプシスでの生理的役割を

明らかにする鎗織として、このホモログ遺伝子のクロ一二ン

グを館みた.

推定される ORFの上流織と下流舗の配列をもとにプライマ

ーを作製し、アラピドプシスから抽出した To匂IRNAから

RT-PCR 1:去によりホモログ遺伝子をクローニングした.この

遺伝子は 2868!&&からなり 105kDaのタンパク貨をコード

していた.この遺伝子と類似するものがダイズからも得られ

ていることから、広い範翻の植物に存在する..であると考

えられる.この画書家の遺伝子発現時刻、銀位などもあわせて

報告する.
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S725 

カーネーションにおける花色発現に関わる遺伝子の

解析

伊藤佳央、吉田洋之1、山口雅篤2、小関良宏(農工・

主7宝否工、 lJT植開研、 2南九大・園芸・食工)

花色の主要素として知られるアントシアニンは檀

色から青色までの幅広い花色を作り出している。し

かしアントシアニンの生合成に関わる酵素の発現が

失われると色素合成ができないためカルコンなどの

蓄積により黄色や白色花となる。我々はカーネー

ションにおいて黄色花になる要因のひとつに Ac/Ds
typeのトランスポゾンが関わっていることを見い

出した。カーネーションにおいてアントシアニン合

成酵素遺伝子 CHIは 2コピー存往するが、黄色花

においてはこのトランスポゾンが CHI遺伝子の第

一エキソンに挿入しているもの、また脱離した際に

生じた 7bpの deletionによってフレームシフト

が生じた CHI遺伝子のいずれかであることを見い

出した。 Northern解析からトランスポゾンの脱

離、挿入により、 CHI遺伝子の発現は著しく低下し

たことが示唆された。また同一の塩基配列であるト

ランスポゾンが閉じアントシアニン合成酵素 DFR
遺伝子の第一エキソンに、末端配列の一部が欠失す

る形で挿入していることも見い出した。

S726 

信鞘悦現矧鳴のカテキン生合成に及ぼす影響

車時五本勝目夫1

僻楽・茶業献験場， 1東京医科歯科大学)

我々はチャ(白mellia必1enSIs)の若葉に，ジャスモン駿メチル

帥 JA)やサリチ刈取SA)を処遇すると P札を初めとするカテ

キン生合成系の遺伝子発現方鴇性化する事を既に報告した。今

回， MeTAおよび SAを圃揚の一番茶新芽に処遇し，カテキン

生合成系遺伝子の発現とカテキン類やカフェインの蓄積に及ぼ

す影響を調査した。圃場の一番茶新芽に O.5mMおよび 5mM

のMeTAないしは SAを噴霧処理し，経時的に全 RNAを抽出

して，ノーザンプロット解析を行い，カテキン生合成系遺伝子

の発現を積自証した。カテキン類とカフェインは薬剤処週1週間

後に採取した茶葉の熱水抽出物をHPL<ごで分析した。カテキ

ン生合減采遺伝子は処廻 M 時間後からMeTA，SA両先盟区で

遺伝子発現量の構加が認められたしかし，カテキン類および

カフェインは MeTA処遇区のみで増加が認められ句 SA処狸区

では鏡察されなかった。また， MeTA処理により，ポリフェノ

}ルオキシダーゼを初めとする傷害誘導性酵素の樹字化も観察

された。これらの結果から，茶葉におけるカテキン類やカフェ

インの生合成がジャスモン酸により術胸される可能性が示唆さ

れた。



S727 

Canellia sin8l1$is葉のプリンアルカロイド生合成に対する光
の彫響
輿査杢車、吉田優子¥芦原坦
牙子主 禅東京都農鼠)

(お茶の水大・院・人間文化、

我々はチャ棄におけるカフェイン生合成経路の鍵醇棄が葉
緑体にあること.若いチャ業でみられるカフェイン生合成脚本
業の齢に伴い減少すること.さらにこれが，葉緑体のカフェイ
ンシンターゼ(岱)の活性の減少によることを報告した.
今回I~ チヤ葉でのカフェインの生合成が光により彫響を受

けるかどうかを調べた.自然光下で生育した葉を採取しカフ
ヱイン生合成を[かl"C]アデニンの放射官初プリンアルカロイ
ド(カフェインとその前駆体のテオブロミン)へのとりこみに
より短時間で翻ぺた場合.反応を明所で行っても.暗所で行っ
ても顕著な差は見られなかった.
一方，茶園でチャ樹の若い芽を黒布で覆い9鍬遮光すると.7 

日間で蓄積するプリンアルカロイドの総量は.芽あたりで自然
光で育った対照の約 20唱に減少した.カフェイン生合成の最終
の段階を触媒するカフェインシンターゼの，潤全を粗抽出;在で測
定すると.芽あたりの，習室は.自然光下で育ったものの方が暗
所のものより約制高かった.しかし.7日開締で育てられた
業における[8-1"C 1 アデニンのす切射パターンI~ 自然光で育っ
たものの代謝と頬似しており，カフェイン生合成に光は直接は
関係しておらず.暗所でみられるカフェイン蓄積量制底下l本
芽の成長の遅れに伴う二次的なものであると結論された.
これらの結果から.カフェイン合成I~ 光による ATP レベル

の増加などによるFineωltrolも.光による合成酵素の遺伝子
の発現による白arseωltrolも直接には受けていないことが示
喰された.

S728 

コーヒー若業 cDNAライブラリーからのカフzインシンターゼのクロ

ーニング

水野幸一且虫盟主加藤美砂子芦原 坦藤村逮人 1(1筑波

大・農工系お茶の水大・院・人間文化お茶の水大・理・生物)

カフェイン(Iム7-トリメチルキサンチン)生合成で最後の2段階の

メチル化を触媒する N-メチルトラ ンスフエラーゼ(カフェインシンタ

ーゼ (CS))はカフェイン生合成の鍵酵素である。 CSはチャ若葉より

精製され，すでにその cDNA(TCS)が単隙されているヘ本研究で

はコーヒーのカフェインシンターゼ遺伝子 (CCS)の単離、およびそ

の機能解析を目的とした。

コーヒーの若葉由来の cDNAライブラリーを用いて 40万個のプラ

ークをスクリーニングした。プロープはTCSの基質結合部位と考えら

れる保存領織をもとに叡針したオリゴヌクレオチドを用いた RT-PCR

により得られた cDNA断片を使用した。スクリーニングで全長が得ら

れなかったものについては 3・RACEを行い、最終的に 4つの完全長

cDNAの単離に成功した。これらがコードするタンパク質の推定分子

量は約 43kDaであり 、チャの CS(4IkDa)と間程度であった。アミノ

酸配列の相向性は互いに 83から 95%で、 TCSおよびサリチル酸メチ

ルトラ ンスフエラーゼ (SA-MT) とは約 40%の相向性を示した。現

在、得られた cDNAを用いて大腸菌の発現系を構築している。発現に

成功したものについて SDS-PAGEを行ったところ、組換え型タ ンパク

貨は推定される分子量と一致した。

1) KatoM.et剖 Nature406・956ト957(2α)0) 
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S729 

臼melliaJrrawadJensJsからのTCS相同遺伝子の単線
却盤蓋盈王、椎名絢人森本義世1、水野幸一2、
芦原坦お茶の水大・院・人間文化、 1お茶の水大・理・生
物、 Z筑波大・農工系、)

チ ャ 業 (Camel1Ja sJnensJs)はカフェイン
(1.3.7ートリメチルキサンチン)を蓄積するが、
CamellJa JrrawadJensJsの葉では、カフェイ
ンではなくテオプロミン (3.7-ジメチルキサン
チン)を蓄積することが知られている.我々が
研究を行っているチャ葉のカフェインシンター
ゼ(CS) は、 N-l位と N-3位をメチル化する
活性をもっ N-メチルトランスフエラーゼであ
る.テオプロミンを蓄積するということは、カ
フェイン生合成に関与する N-メチルトランス
フエラーゼの構造がチャ業 CS とは異なること
が予想される.

そこで、チャ業のカフェインシンターゼ遺伝
子 TCSlおよび TCS2に保存されている s-ア
デノシルメチオニンが結合する領域をもとに合
成したオリゴヌクレオチドを用いて、 RACE法
により TCS相同遺伝子 rCSlを単線した o rCSl 
がコードするタンパク貨の推定分子量は 41kDa
であり、チャ業 CSとほぼ同じであった. rCSl 
と TCSlのアミノ酸配列の相向性は 92%、rCSl
と TCS2 は 88%であった.現在、中国原産で
テオプロミン含量がさらに多いココ ア茶
(CamellJa ptJlophyIla) の TCS相同遺伝子に

ついても解析を進めている.

S730 

ニンジン Phenylalanineammonia-ly.ωe遺伝子の転写

調節因子としての Myb相同遺伝子の解析

近川幸恵，秋元安文，五十野裕子，企薗皐宏(農工大・

工・生命)

ニンジン Phenylalanineammonia-lyase ( PAL)遺伝

子には分化時に誘導されるものと希釈効果によって

誘導されるものがある。以前、当研究室で 2.4-Dに

よる制御に関わる gDcPAL3を単離した。 gDcPAL3

プロモーター上流の解析を行ったところ、 5種の cis-

element 、M.P人L，Gboxが存在が確認され さらに

デリーションクローンを用いたニンジンプロ卜プラ

ストにおける一過的発現を調べたところ、 Mybタン

パク質の結合領域をもっ M，Lboxが転写に重要な役

割を持つことが分った。そこで、アントシアニン合

成時に特異的に発現している m時仙のみから作成し

たsubtrac民dcDNAライブラリーから 4種の Myb相

同遺伝子 cDNADcmyb8，10.12.14を単離し、それぞれ

の構造と発現パターンを解析した。得られた Myb相

同遺伝子と M，Lboxとの相互作用を One-hybryd

sys旬mを用いて調べた結果、 Lboxに対し Dcmyb8.12

が結合することが分った。



8731 

ISOZY恥as OF SUPEROXIDE DISMUTASE 別

He/iobaci/l;ωmobi/is 

wII1'lwioa口寸i¥RAT.-出idehiroSAKURAl; Dept of Biology， 
Sch. of Eidlぉa伽 1and D帆 ofpure & Applied Physics， 

Graduate Sch. of Science & Engineering， Waseda Univ.， 
Nishiwaseda 1， Shinjuku， Tokyo 169・8050

Helio凶cteria 眠時開lt1y discove凶 phototrophic

Gram引)5i討vebac包巾 andr珂凶m剖ctIyanaerobic∞nditions 

for growtl1. They have bac町ioch!α'Ophyllg as the major 

p加蜘卯恥ticpigment百¥eSU戸口祖国Itof cell Iy鈎臨画。m

He/iobaciUω mobi/is∞脚詰ledtwo Sl伊roxidedismu包se
(SOD)加ndsas re¥'鎗ledby activity抱凶ngof gels伽 m

nondenaturing PAGE.ηle to凶 SODactivity of anaerobically 

grown ωIIs were extremely low. However， when 白 cell

cu加rewasex似ぉedω術，首¥eω凶伎)D低 tivityofめecellsvery 

rapidly increased 4釦 d8・foldin 15飢 d30 rnin， res例制vely.

When 1 mM paraq凶 tWIぉ ad必din add泌00，除制alactivity 

increased 10 and 12ゐIdin 15 and 30凶0，respectively. 百¥ese

SODswere同副a1lyp凶ifiedby ammo凶ums雌 tefractionatioo， 
DEA巳 gel・問m剖 00， and hydroxyapa封筒 column 

chromatographies. 
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F801 

細胞内微小電極による花弁液胞pHの測定と花色

主旦本蓋、川野裕子l、亀田j青l、小山内美奈子2、近藤

忠雄2(名大院・人間情報、 l橋山大・生活・食品栄養、

2名大・化測機セ)

アントシアニンによる花色発現には、液胞pHが

大きく影響する。我々は、花色発現の解明の一貫と

して、細胞内微小電極法による液胞pHの直接測定

を行なっている。今回、花弁を常法により処理して

得た着色プロトプラストを用いて、一細胞の吸収ス

ペクトルを顕微分光法により測定後、同じ細胞を用

いて液胞pHを測定し、花色と液胞pHの関係を調べ

た。本法は、花色発現の解明に有用と考える。

flower 入max(nm) vacuolar pH (n) 

Hydrangea macrophylla 
blue 585 

red 539 

Gentiana trijlora 

blue 577， 618 

Delphinium hybridum 
blue 582， 628 

F802 

3.7土 0.32(30) 

3.2 :t 0.29 (34) 

5.7 :t 0.25 (14) 

5.0 :t 0.21 (29) 

ダイコンにおける Ca2+結合蛋白質遺伝子の器官特異的・

Ca2濃度依桐指輪i胸

湯浅浩司、前島正義(名古屋大院・生命農・生化)

ダイコンより単離した Ca2+結合蛋白質(RVCaB)は、

その液胞膜において対向輸送体などと共に Ca2φ取り込み

活性を促進する。 RVCaBの cDNAはすでにク口一ニン

グしており、精細句な Ca2+結合配列をもつことか京され

ている (P胞ntPhysiol. 2∞0，124: 1069・78)。

RVCaBはサザン解析によりゲノム上にシングルコピ

ーで検出され、器官別の mRNA発現量を解析したとこ

ろ、芽生えでは下旺軸で特に強い発現カずみられた。また、

肥大したダイコン塊根でも強い発現がみられ、外劇寛の

Ca2+，こ応答することが示唆された。事実、培地の Ca2i贋
度に対して、芽生えの RVCaB発現量は顕著に反応した。

培地の Ca2+濃度か高くなると発現量は低下し、培地の

Ca2づ農度が低くなると発現量は増加した。これらのこと

は、培地の低j農度 Ca2+に対して植物個体内の Ca2+貯蔵

量を一定に保つ役割をもつことが禾竣される。

現在、 GFPとの融合蛋白質をもちいた BY・2細胞での

発現による局在性解析も行っており、併せて報告する。
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F803 

局所麻酔郷UDilx胤胞のヤエナリ液胞膜に及ぼす作用

型金虚宜、笠毛邦弘(岡山大・資金冊

人およt用動物の外科手術等に広く使われている局所麻酔朔j

は、神経の輸策の膜にある Na+チャンネルに作用し、神経伝

達をプロックすると考えられている。一方では局所麻酔仰jが脂

質二重層にも影響するとも示唆されている。我々は以前に、イ

ネ培養細包の液胞膜および原形質膜ATPase活性が lmV以上の

Dibucaineによって限害されることを報告した。 (Kasamo，

Plant Cell Physiol. 29: 215-221; 1988)これらの研究は
比較的高濃度の局所麻酔剤の膜蛋白質への影響を調べており、

脂質二重層に対する影響までは報告されていない。そこで今回
はヤエナリ庖瑚から得られた欄包勝J、胞を用いて、局所麻酔押j

の脂質二重層の物性に与える影響を調べることにより、生体膜

に対する局所麻酔剤の効果をより明確にし、植物膜研究におけ

る局所麻酔剤の有用性を見出すことを試みた。

局所麻酔押jのひとつである Oibucaineはl∞μM以下では液

胞膜 H+-ATPase活性を殆ど阻害しなかったが、 0.0舗の

TritonX-1∞の存在下で阻害した。また、低濃度で(切μM以

下)の Oibucaineは糊包膜rポンプによって形成される pH

勾配を著しく減少させた。一方、 D聞を用いた蛍光偏光解消法

により、 Dibucaineの欄包膜の流動性への影響を調べたところ
同じ低濃度で糊包膜の月旨質の流動性が著しく上昇した。これら

の結果により、低濃度でのOibucaineは、膜蛋白質に影響をお

よぼさず、 H+の逓創生を高めることが示唆された。

F804 

ライ麦の根から調整した粗膜抽出液中のATP加水分解

活性に及ぼすフルクトースの影響

蓋亘主延，林秀洋，津田信一(弘前大・農学生命・生物

機能)

ライ麦の根から調整した粗1関白出液中の ATP加水分

解活性に及ぼすフルクトースと グルコース (-4 mM) 

の影響を調べた。 ATP加水分解活性のアッセイは Cl・や

N03.のような陰イオンの欠如下で行なわれた。 M~+の

柄宝下で、フルクトースは僅かではあるが濃度依存的に

ATP加水分角軒音性を促進した。一方グルコースが Aτ?

加水分解1舌性を促進する効果はフルクト スに比べて小

さかった。 フノレクトースによる ATP力日水分解活十生のイ是

進は EDTAの付加によってほとんど完全に消失した。

実験に用いたライ麦の根から調整された粗1酎由出液中に

は、原形質膜キ様々な細胞内オルガネラ由来の膜小胞が

含まれている。これらの膜小胞を組』期白出液から除くた

め糊朗自出液はミリポアフィルターでろ過された。フィ

ルター処理後の抽出液(ろ液)を用いたところ、フルク 一一一一

トースによる A骨加水分解活性の促進は大きく低下し ・開ー
た。種々の ATPaseの阻害剤の影響や膜輸送の可能性 園陸岨・
等についてさらに検討を進めている。 .歯温・



F805 

シロイヌナズナ葉緑体局在性リンゴ酸輸送体の同

定と機能解析

盆旦ヰ墜，杉山達夫(名古屋大院・生命農学)

葉緑体内包膜間のリンゴ酸輸送は， 2-オキソグ

ルタル酸/リンゴ酸輸送体 (OMT)，グルタミン酸

/リンゴ酸輸送体などの複数の輸送体を介して行わ

れている.これらのリンゴ酸輸送体のうち，ホウ

レンソウ OMTの cDNAが単離されているが，他

の輸送体に関しての報告はない.今回我々はシロ

イヌナズナゲノムデータベースを検索し，ホウレ

ンソウ OMTとアミノ酸レベルで 78%の相向性を

もち，シロイヌナズナにおける OMTホモログと推

定される ORFl，相向性は各々49%，45%であるが，
ハイドロパシープロファイルカ宝 OMTと良く似た

ORF2， 3を見出した.染色体上に隣り合って存在

する ORF2，3がコードするポリペプチド間の相向

性は 70%であり，構造的には良く似ていると考え

られる.一方，葉における ORF3のmRNA蓄積量

はORF2に比べて極めて低いものであった.現在，

これらの膜タンパク質を酵母で発現させ，再構成

系を用いた輸送機能特性の解析を行っている.

ORFl及び ORF2タンパク質において高いリンゴ

酸輸送活性を検出しており， 3者の機能特性の差

異について報告する予定である.

F806 

高等植物におけるミトコンドリアリン酸輸送体の解析
直畠金王室1、畑{言吾l.l、泉井桂川 c京大院・農、 2京大院・生
命科学)

ミトコンドリアへのリン酸の取り込みは内膜に存在する愉
送体によって行われ、生物のエネルギー代謝において極めて
重要な役割を担っている.ミトコンドリアリン酸輸送体は既
に動物や酵母で様々な研究が行われているが、植物において
詳しい解析がなされたという報告は、現在までほとんどな
い。私達は、本輸送体遺伝子を植物から初めて単離すること
に成功した(百kabatakeet al. P'Iant Mol. Biol， 40;479~486， 

1999)。シロイヌナズナにおいて、本輸送体には3種類の分子
種(AtM打 1，AtM円コ，AtMPT3)が存在することがデータペー
スで示されているが、今回、それら分子種の遺伝子発現に関
して報告する.AtMPT1はあらゆる組織で発現し、 AtMPT2

は播種後4週間自の根や薬で発現量が高いなどの組織特異性
を示した。さらに、 AtMPT2はパラコートや過酸化水素など
の酸化ストレスによって発現レベルが上昇することが明らか
となった。 AtMPT3は各組織で発現しているが、発現レベル
そのものが極めて低いものであることがわかった。現在、
AtMPT1とAtMP'ロの組み換え体タンパク質を用いて、リン
酸輸送活性の有無について解析中である.さらに私達は、シ
ロイヌナズナにおいてダイズの本輸送体を導入した形質転換
体の作出にも成功した.得られた形質転換体では、ウエスタ
ン解析により、タンパク質が過剰に発現していることが確認
できた。この形質転換体を用いた解析についても併せて報告
する予定である.
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F807 

ラン藻 OsciJ/atoriabrevisからの重金属輸送遺伝

子の同定と解析

劃一上と中島進柴袋三根夫且原真木笠毛邦弘

岡山大学資源生物科学研究所、 710・∞46、倉敷市中央2・20・1.

生物における重金属耐性の機構を理解するために

研究が行なわれ、重金属輸送や金属結合物質のよ

うないくつかのシステムが大変重要な役割を果た

すことが見出された。しかし細胞における輸送や

金属の恒常性がいかになされているかを含む生化

学的なメカニズムの詳細は明らかではない， これ

までの研究により，我々はラン藻 Oscillatoriabrevis

から強力な重金属耐性に関わるメタロチオネイン

を単離し、精製することに成功した。

本研究においては，Oscillatoria brevis のゲノム

DNAから，重金属の輸送に関わると思われる p-

型 ATP鎚eをコードする遺伝子をシークエンスし

同定した。

F808 

オオムギ根から単離した水チャンネル遺伝子の機
能発現
且塁基杢， 笠毛邦弘(岡山大・資生研)

近年、生体膜上に水を選択的に透過させるタン
パク質(水チャンネル、あるいは aQuaporinと呼
ばれる)の存在が報告されている。植物の細胞・
組織レベルでの水利用機構や、乾燥耐性・耐塩性
なと、水環境と深く関連するストレス耐性機構を解
明するためには、水チャンネルの構造、遺伝子、
発現制御を明らかにすることが重要と考えられる。
著者らはこれまでに水チャンネルをコードすると
考えられる遺伝子をオオムギから単離して報告し
た(植物生理学会 1999年度大会)。今回この遺伝
子から人工的に作成した RNAをアフリカツメガエ
ル未受精卵に微量注入して膜タンパクを発現させ、
水輸送活性を測定したので報告する。

オオムギ幼植物芽生えから単離した原形質膜型
水チャンネル 3種のうち、 bpw1と名づけたものに
ついて実験をおこなった。コントロールの卵は、
外液を低浸透圧にしても、卵への水の流入はわず
かであったが、 bpw1cRNAを注入したものでは、著
しく水透過性が増大し、この水透過は水銀処理に
よって抑制された。またリン酸化が活性発現に影
響するか否かを調べるためにリン酸化/脱リン酸
化阻害剤の効果を調べているが、現在までのとこ
ろ、 K252aや Okada酸の効果は見られていない。



F809 

形質転換カランコエによる水チャネルの機能解析
担よ星組、間竜太郎¥村井麻理2、須賀しのぶ、土屋知寛、
前島正義(名大院・生命農、 l農水省・野菜茶試・花き部、
2東北農試・ 気象制御)

水チャネルは生体膜を介した水輸送に密援に関わっている
とされており、植物では液胞膜型と細胞膜型の分子が知ら
れている。多種多量の水チャネルの存在は植物の特徴であ
るが、例外的にCAM植物では液胞膜型分子が極めて少ない。
今回、 CAM植物カランコエ (Kalanchoeblos砕Idiana)を対
象として、その水チャネルを解析するとともに、ダイコン
水チャネル遺伝子を導入して生理的形質の変化を解析し、
生体での機能を解明することを目的とした。
カランコエから細胞膜、液胞膜を分離し分析したところ、
液胞膜水チャネルは検出されなかったが、細胞膜水チャネ
ルは抗体により十分検出される量が存在することを見出し
た。さらにゲノムDNAから細胞膜型水チャネルのDNAもク
ローニングし、他の値物の分子と栂向性の高い水チャネル
であることを明らかにした。さらに、アグロパクテリウム
形質転換法により、ダイコンの液胞型 (y-，o・VM23)、細
胞膜型水チャネル (PAQI，PAQ2)をカランコエに遺伝子導
入した。少なくともPAQ2についてはタンパク質レベルでの
発現・蓄積が確認された。細胞膜での水透過率など、カラ
ンコェおよびその形質転換体の生理的特徴についてあわせ
て報告する。

F810 

植物 Shaker型膜電位依存性 K+チャネル(KAT1)の
膜への組み込み機構の解析
主藍島王l、阪口雅郎 2、中村辰之介 3、五島志伸 4、
魚住信之 1.4 (1名大院・生命農、 2九大院・医、
3千葉大・薬、 4名大・生物分子応答研究セ)

ArabidoIJsisには複数の Shaker型膜電位依存性 K+
チャネルが存在する。これらのチャネルは、膜電
位センサ一部位を有する 6回膜貫通構造(SトS6)を
形成している。本研究では、最も研究が進んでい
る KAT1を対象に、小胞体膜への組み込み機構を
解析し、 トポロジー形成における膜貫通領域内の
親水性残基の役割を知ることを目的とした。

各膜貫通領域の膜への組み込み特性の解析で、
単独膜貫通領域のみでは膜内に組み込まれない膜
貫通領域が存在した。そこで、複数の膜貫通領域
の相互作用を検討した。その結果、膜電位センサ
ーを形成すると考えられており、単独では膜に挿
入されない膜貫通領域は、他の膜貫通領域との相
互作用によって膜に安定して組み込まれ、通常の
トポロジーを形成すると考えられた。その部分の
組み込みは、 post-translationalに起こることが示唆
された。また、アフリカツメガエル卵母細胞に KAT1
を発現させて電気生理学的測定を行い、組み込み
実験に用いた変異型チャネルは K+輸送活性を保持

していることを確認した。
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F811 

植物Na+/K+トランスポーターCAtHKTl)のトポロジー解析
担麗箪造J、阪口雅郎 2、森泰生 3、斉藤久美子 3、中村辰之
介仁 EvertBakker 5、佐藤陽子 l、五島志伸 6、魚住信之1.6

(1名大院・生命農、 2九大院・医院、 3生理研、'千葉大・薬、
50snab凶ck大、 6名大・生物分子応答研究セ)

植物(小麦、シロイヌナズナ、ユーカリ)由来の
Na+/K+トランスポーター(HKT系)が既に報告さ
れているが、これら HKT系の膜貫通構造は不明
である。そこで本研究では、シロイヌナズナの
AtHKT1 を対象にトポロジー解析を試みた。
AtHKT1は大腸菌膜で活性を持って発現し、正規
のトポロジーをとる。そこで、 AtHKT1に PhoA
を導入した蛋白質を作成し大腸菌発現系でトポロ
ジー解析を行った。次に、このトポロジー解析結
果を検証する為に AtHKT1に糖鎖修飾部位を創出
し、小胞体膜を用いて膜の配向性を決定した。N429
は糖鎖付加修飾を受けることが分かった。糖鎖付
加認識部位の有無は、 AtHKT1の Na+透過性や
AtHKT1の原形質膜への移行に影響を与えないこ
とが電気生理学的測定によって明らかとなった。
さらに、 AtHKT1の N、C末端に抗体認識配列を
導入し動物細胞に発現させ、両末端が細胞質側に
あることを明らかにした。以上、 3つ方法を用い
た解析結果から AtHKT1は、8回膜貫通型の膜タ
ンパク質であることが明らかとなった。この我々
の結果は、 10回膜貫通型であるとするLiuら(JBC，
2000)の報告とは異なるものであった。

F812 

Na+/K+トランスポーター(A仕iKTl)の発現部位の解析
&盆辻去1、山上陸 2、山口勝司 3、西村幹夫 3、
J.I.Schroeder4、松岡健人魚住信之 1.6 (1名大院・

生命農、 2環境科学技術研、 3基生研、 4UCSD、5

理研、 6名大・生物分子応答研究セ)

Na+は植物の生育に必須な元素ではなく、むしろ

塩害等の原因となることから、 Na+を取り込む輸送

体は植物には存在しないと考えられてきた。しか

し、 Arabidopsisより単離した Na+/K+トランスポー

ターは、アフリカツメガエル卵母細胞や酵母の発

現系を用いた解析から K+よりも Na+を優先的に輸

送することがわかった。一方、大腸菌の発現系で

は、 AtHKT1には K+輸送活性があることを見いだ

している (PlantPhysiol. 122，1249，2000)。そこで本

研究では植物における HKTl系トランスポーター

の機能と役割を明らかにする目的で、 AtHKTlの

発現部位の解析を組織レベルで行った 。 s-
glucuronidase遺伝子を用いた AtHKT1遺伝子発現

解析から、 Arabidopsisの根や葉脈などの維管束組

織に AtHKT1が発現していることがわかった。

また、 AtHKT1の抗体を作成し、この抗体が

Arabidopsisの膜画分で AtHKTIに相当するタンパ

ク質を認識することがわかった。



F813 

イネ (0η'zasativa)における 2種の HKTタンパク質

は異なる K¥Na+輸送能を有する

盛正宜盟，吉田和哉，仲山英樹，山田克幸老木成

稔新名惇彦 (奈良先端大・バイオ福井医大・

生理学第一)

K+， Na+の恒常性制御は、植物の耐塩性において重

要であると考えられる。我々は、コムギの K¥Na+共

輸送体をコードする HKTl遺伝子のイネホモログを、

日本晴(トli-OsHKTl)、および耐塩性種ポッカリ

(PO・OsHKTl， PO・OsHKT2) から単離した。 Ni・

OsHKTlはPO・OsHKTlとアミノ酸レベルで 100%、

ポッカリにのみ存在した PO・OsHKT2とは 91%の相

向性を示した。酵母細胞およびアフリカツメガエル

卵細胞を用いた機能解析の結果、 OsHKT2はコムギ

HKTl型の K¥Na+共輸送体であることが判明した。

一方、 OsHKTlにおいては、 Na+輸送活性が認めら

れたが、 K+輸送能は検出されずシロイヌナズナ

AtHKTl型分子であることが示唆された。

F814 

イネ Na+j仲アンチポーター遺伝子の機能解析

量盟皇室、中村敦子 1、回切明美、田中有司、問中甚之

(腹水省・生物研筑波大・生物科学)

漉胞膿型 Na+j仲アンチポーターは、液胞膿を介した

pH勾配をエネルギー源として利用し、細胞質に存在す

る N討を漉胞内に験送する対向鎗送体である.当研究

室でクローニングしたイネ液胞蹟型 Na+jH+アンチポ

ーター遺伝子 (OsNHX1)は、出芽醇母 Na+jH+アンチ

ポータ一変異体 (l!.nhx1)をNaCI及びハイグロマイシ

ン耐性について機能相補することが確寵され、題スト

レスによって遺伝子発現が上昇することから耐塩性に

重要な働きをしていると考えられた.また、抗 OsNHXl

抗体を用いた解析から OsNHXlタンパクが波胞膜画分

に多く存在することが判った.これらのことを踏まえ、

OsNHXl遺伝子を高発現させた形質転換イネを作製し、

機能解析を行った.形質転換イネカルスを用いた実験

では、 OsNHXl遺伝子を高発現させたカルスは野生型

より強い耐温性を示した.現在、形質転換植物体の表

現型を解析中である.
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F815 

イネ Clチャンネルの細胞内局在と機能解析
虫起盤王、福田篤徳酒井慎吾、田中喜之1 (筑波大・
生物科学、農水省・生物研1)

高塩濃度環境下で捕物は NaClを細胞外に排出ある
いは液胞に隔隙することでイオンストレスを回避する
と考えられている。 Na+の輸送には細胞膜型、液胞膜
型の Na+/H+アンチポーターが重要な働きを担ってい
る。一方、塩ストレス下で蓄積される主要なアニオン
である Cl-輸送体の分子生物学的なアブローチは進ん
でいない.そこで塩ストレスにおけるCl-イオンの輸
送体の役割を明らかにするためにイネから二種類の Cl
チャンネル遺伝子(OsCLC-l，-2)を単離し、解析を行
った.
OsCLC-l，ー2両方およびOsCLC-2を特異的に認識

する二種類のペプチド抗体を調製し、イネの根と葉か
ら単離した全膜画分、細胞撲画分、液胞膜画分を用い
て免疫プロットを行った結果、 OsCLCー2は主に液胞
膜に局在していた。また、オオムギ、マングローブ、
オカヒジキ、ヤエナリの液胞膜画分を用いて免疫プロ
ットを行うとすべての植物にバンドが検出されたが、
OsCLCー2を特異的に認識する抗体では単子葉である
オオムギにのみバンドが検出された。さらに OsCLC-
1および:-2とsGFPとの融合タンパクを作成し、その
細胞内局在を観察した。酵母における唯一の Clチャン
ネル遺伝子である GEFlはOsCLCー2同様液胞に局在
する。GEFlは細胞のイオン環境の維持に必要であり、
この遺伝子破壊株はNaCl感受性を示す。そこでGEFl
遺伝子破壊株に OsCLC-l，-2を発現させた形質転換
酵母を用いて相補実験を行った。

F816 

BORI遺伝子の単離と解析
高野順平1、野口享太郎2、安森美帆l、小林正治1、

Zofia Gajdos'、林浩昭1、米山忠克l、藤原徹l

('東大院・農・応生化、 2森林総研、 3MIT)

ホウ素は植物の微量必須元素の一つであり 、そ

の生理機能として細胞壁の構造維持への関与が明

らかにされてきた。一方その動態については、受

動的に吸収・輸送されると考えられてきたが、いま

だ不明な点が多い。

我々は、シロイヌナズナ高ホウ素要求性変異株

(bor1-1)の解析によって、シロイヌナズナは低

ホウ素条件において根から地上部へのホウ素の濃

縮輸送機構をもつこと 、そしてborl-1変異株はそ

の機構に欠損を持つことを明らかにしてきた。

BORl遺伝子は低ホウ素条件におけるホウ素の濃縮

輸送を担うと考えられる。

本発表では、ポジショナルクローニング法によ

るBORl遺伝子の単離およびBORl遺伝子の構造と

発現解析の結果について報告する。



F817 

イネ単糖トランスポーター， OsMST3の機能解析

豊盆盆王、谷本英一 1、福島和彦人山口淳二(名

古屋大・生物分子応答研究センター 1，名古屋市立大・

院・システム自然科学、 2，名古屋大・生命農学)

高等植物における糖輸送には、飾管を介したスクロ

ースの長距隊輸送系と、ヘキソース(単糖)の短距離

輸送系が存在する。我々はイネから単糖トランスポー

ター cDNAを単離し、シンク組織における単糖輸送の

分子機構を明らかにしようと研究を重ねている。

現在までの研究で、イネ単糖トランスポーター，

OsMST3は、グルコースを主な輸送基質としたエネル

ギー依存型の H+共輸送体であり、その発現は生育に

伴って細胞壁が肥厚していく細胞に特異的である事を

明らかにしている (Toyofuku et al. Plant Cell 

PhysJology， 2000). OsMST3遺伝子を導入した形質

転換イネの解析と、予想される OsMST3の機能につ

いて報告する。

F818 

花芽、種子形成におけるイネ糖トランスポーターの解析
車且J誌、豊福恭子、 AnnaSobolewska、噌倉千昭、

山口 淳二(名大・生物応答センター、 1現(株)オリ

ノパ)

イネ種子形成時において、デンプン合成に必要な糖は光

合成組織より維管束を経由して輸送される。種子におけ

る糖輸送の分子機構を解析するために開花期特異的なス

クローストランスポーター遺伝子(OsSUT2)と単糖トラ

ンスポーター遺伝子(OsM.釘5)のゲノミッククローンお

よびそれに対応する cDNAクローンをそれぞれ;単離し

た。アミノ酸レベルで OsSUT2はOsSUTlに63%の相向

性があった.ノーザン解析の結果、 OsMST5、OsSUT2
はいずれも開花期前後に発現していることが明らかとな

った。さらに insitu mRNA検出法により、 OsSUT2は減

数分裂前の花粉特異的に発現していることが明らかとな

った。以上の結果から OsMST5とOsSUT2は花芽形成の

初期段階における糖輸送に関与している可能性が示唆さ

れた。一方、 OsSUTlの発現が種子形成初期段階に検出

されたことから、 OsSUTlと OsSUT2は花芽、種子形成

段階において生理学的に異なる役割を担っていると考え

られる.
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F819 

疎水性溶線密度勾配分画法による織の花弁細胞内局在性の解析
山悶邦夫1.2、市村一雄1

(1.水省・野E医薬試‘ 2科学妓街領興事.団 科学銭術特別研究員}

主要花きであるパラでは銭貨の対象がつぼみから開花に至る過程にあるこ

とや、その他多〈の花きでは一本の花撃にステージの異なる小花が多量k存在

していることなどから、つぼみを開花させることは切り花の価値を高めるう

えで非常に軍要である.開花はシンク扱曾である花弁に"と水が急速に普積

し、細胞が急滋に肥大すると共に花弁が向紬側に反転する反応であるが、こ

の織備についてはほとんど研究されていない.そこで、本研究ではまず績の

嘗積織績を明らかにするために、花弁における"の細胞内局在性を調べるこ

とを目的とした.細胞内における樋の局在性に関しては、プロトプラストや

液胞を単障して調査する方法やコンパートメント解析法などがあるが、槍分

析に用いる館料の銅製に時間がかかることなどから組組成や局在性の変化が

生じる可能性が考えられる.これらの欠点を鋪いより疋磁に代謝物質の細胞

内局在性を調べる方法として、疎水性湾織によるI!'lt勾配分画法が.組車躍を

用いて組告されている(R. Ge汁祖r司tand H. Heldt， P.伽甘 Phy$iol.75. 542. 

1984)，我々はこの方法を花弁に応用することを低みた.まず縁取したパラ花

弁をすぐに波体重集中で細か〈膚砕し、凍結舵自陣織で完全に舵燥させた.t! 
燥標品をnーへブタン中で錨音波処理した後.n-へブタンと四盗化炭織の密度

勾配液に上層し16時間‘ 15.500xgで途心した.途心後の密度勾配液を7つの

画分に分け‘それぞれ稼業活性と繍含量を測定した.薦議活性は‘細胞外面

分のマーカーとして不港性磁性インベルターゼ、細胞質面分のマーカーとし

てNAD依存型グリセルアルデヒドトリン磁脱水漏隣家、渡飽薗分のマーカー

として0<-マンノシダーゼを用いた.貌々は、パラtt弁紹鎗を用いた織合でも

この疎水性湾総a度勾配分画法lま有効であることを明らかにし、 tt弁細胞内

での織の局在世について考療した.

F820 

HOG PATHWAY DEPENDENT REGULAlTON OF 
AGP2， AN YEAST CARNITINE TRANSPORTER 
Ji-Young L民 Sung-HoLee， and n.......Tin VIIn; Dept.， 
Appli. Life Sci.， Gyeongsang Natl. UniV.， Chinju， Korea 

Yeast S. cerevisiae is an useful model fungus to study 
salt stress response of plant. To identi今 novelgenes 
involved in salt sensiti吋ty of yeast cell， we used 
mTn3::Leu2::1acZ tagging library and screened 10 kind of 
mutants displaying increased salt resistance. From the sre (salt 
resistant) mutants， we could monitor the expression of sre7 by 
s-galactosidase assay since the mTn3 insertion in the yeast 
SRE7 generated in・合amefusion wi出 lacZ.百 eexpression of 
sre7 was down-regulated by several osmotic s甘'esses. When 
c10ned sre7 by plasmid rescue合'omthe sre7 mutant， we found 
血atthe SRE7 encoded Agp2， a carnitine transporter. The 
activity of Agp2， which was assayed by the ability of carnitine 
uptake， was dependent on several osomtic s仕essesinc1uding 
NaCl， sorbitol and KCl. Fur出ermore，the expression of Agp2 
and the carnitine uptake ability of Agp2 was dependent on 
HOG (High Osmolarity Glycerol) pathway. Deletion of 
Agp2 conferred tolerance to NaCl. And the expression of Agp2 
合oma multi-copy plasmid caused sensitivity to NaCl. These 
results suggest that the Agp2 may have cellular uptake ability 
of toxic cations with camitine. To test this possibility， we are 
currently analyzing the cation uptake ability of A，即2.τbe
cation uptake ability and the osmotic stress response of Agp2 
will be discussed in the meeting. 



F821 

植物ゴルジ膜の膜融合は二価陽イオンで促進される

盛旦益二、笠毛邦弘(岡山大・資生研)

膜融合は細胞内小胞輸送やオノレガネラ再構築等において

不可欠な現象である。
我々は纏物のゴノレジ膜がリポソームおよびオルガネラ膜

とinvitroで融合することを見出した。

ヤエナリ匪軸からショ糠の密度勾配遠心にて得られたゴ

ノレジ膜画分と 4%のR18(オHテ.シルローグミン)を含むアゾレクチン

リポソームとを一緒に 37"(;で保持したところ、 R18の蛍光

強度が湘加した。これは模融合が起こることにより R18の膜

内濃度が薄まり自己消光が解消したことを示唆している。こ

の膜融合はATP、GTP、細胞質画分が存在しなくても起こっ

た。
ゴルジ膜を lMKClで処理したところ、リポソームとの膜

融合は影響されなかったが、トリプシン処理では大きく限害

された。これより、膜内在性蛋白質が膜融合を仲介すること

が分った。
ゴルジ膜とリポソームとの融合は Mg2+、Mn軒、 Ca2+等の

ほとんどの二価陽イオンで促進された。ゴルジ膜同士の、あ

るいはゴルジ膜と他のオノレガネラ膜との融合は二価陽イオ

ンの非存在下では起こらなかったが、 Mn2+、Ca2+等の添加に

よってこれらの膜同士の融合が引き起こされた。

二価カチオンは膜表面に吸着し表面電位を減少すること

が知られている。それゆえ生体膜聞の静電気的反発カが弱め

られ、膜間の接近が容易になり、膜融合が起こり易くなった

ものと考えられた。

F822 

シロイヌナズナ培養細胞におけるショ糖飢餓処理に
応答した形態変化

村 山裕子，高塚千広，三好泰博盗塁益二1(静岡

県立大学・生活健康科学研究科食品栄養科学部)

タバコ培養細胞をショ糖を欠いた培地に移すと，
細胞内で正味のタンパク質分解が起こる。このタン
パク質分解をプロテアーゼ臨害剤E-64Cによって阻
害すると，細胞質にリソソームが蓄積することが明

らかにされている。本研究では，シロイヌナズナ培
養細胞でも同様な現象が起こるかどうかを調べた。
細胞をショ糖飢餓処理と同時にE-64Cで処理し，そ
の後の細胞の形態変化を光学顕微鏡で観察した。そ
の結果，ショ糖飢餓処理前の細胞にはなかったニュ
ートラルレッドで染まる構造が，最初は液胞膜に沿
って現れ， 4-6時間経つと液胞内全体に広がり始め
るのが観察された。また，ショ糖飢餓処理のみを行

った細胞でも，液胞膜周辺にニュートラルレッドで
染色される構造が現れ，時間とともにその数が増え
ていく様子が観察された。現在，それらの構造とタ
バコで見られたりソソームとの関連性を調べている。
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F823 

GFP-AtVam3pを用いた被胞膜構造の解析

盤並..J!盟竹安邦夫佐藤務彦 1

京都大院・生命科学、京都大・総合人間 1

AtVam3pは268アミノ酸からなる 1回膜貫通型の
分子で、 Syn阻氾n(t-SNARE)と構造的な相向性が
あり、免疫電顕の観察の結果から、液胞膜の融合に
関連するものと考えられている。前回、植物生理学
会年会において、 GFP-AtVam3の融合タンパク質
(GFP-AtVam3p)を発現する遺伝子組換え植物を

作出し、 GFP-AtVam3pが液胞に局在することを
発表した。今回、我々は共焦点レーザー顕微鏡を用
いて、この遺伝子組換え植物の各組織の液胞を詳細
に観察し、その構造解析を行った。その結果、根や
孔辺細胞の液胞は、内部に入り組んだ非情に複雑な
膜構造を持つことが明らかになった。葉の表皮細胞
では、液胞の内部にチューブ状の構造が観察された。
このチューブ状の構造は、固定された構造ではなく、
時間経過によって構造が変化する非情に動的な構
造であることがわかった。この膜の動きはアクチン
重合限害剤である CytochalasinDによって止まる
ことからアクチンが液胞膜の動態になんらかの関
与をしていることが示唆された。

F824 

連続した液胞膜中で複雑な立体構造を取るサプ領域
"b叫b"の同定

査産却車王，上回貴志，安部弘，和田洋黒岩常祥
久田明子古谷雅樹九中野明彦
(理研・生体膜阪大 ・産研東大・理・生物科学，
3日立基礎研)

植物の液胞は細胞体積の 90%以上を占める巨大なオルガネラで，
代謝産物の貯蔵や区画化に機能し，植物組織の力学的強度の維
持の一端を担う.個体における液胞膜のダイナミクスを生きた
まま観察するために，液胞の水チャネル γーTIPとGFPとの融
合タンパク質を発現する形質転換シロイヌナズナを作製した.
共焦点レーザー顕微鏡を用い様々な組織での液胞の動態を観察
したところ，発達途中の子葉やJJf軸で， しばしば液胞内に大き
な陥入が生じて，球状やチュープ状の構造を取っているのが観
察された.そのうち球状の構造(・もulb")は，直径が 1-5μmで，
GFPマーカーの蛍光強度は外側の液胞膜の約3倍だった. z軸
方向に焦点薗を変えて観察すると，ほとんど全ての buJbは外
側の液胞膜とどこかで逮続していた.非形質転換体でも同様の
構造が観察されることを確認するために，野生型の子棄を液体
ヘリウムを用いた金属圧着型の急速凍結により固定し電子顕微
鏡観察した.表皮細胞において良好な像が得られ.bulbと考え
られる液胞内の構造が観察された.連続切片f象からの立体構築
により.buJbは時に2枚の液胞膜に挟まれた細胞質が液胞内に
陥入するような複雑な構造を取り，狭い領域で外側の液胞膜と
逮続していることが明らかになった.一方，液胞の形成に機能
すると考えられるRabファミリーの一つ.AtRab7とGFPと
の融合タンパク質を発現する形質転換シロイヌナズナを作製し
子葉を共焦点レーザ顕微鏡観察したところ.buJb様の構造は観
察されなかった.これらの結果は，複雑な立体構造を取りかっ
特定のタンパク質が選別されているようなサプ領域が連続し
た液胞膜の一部で生じていることを示唆する.



F825 

単細胞緑藻 Botyrococcusbra山iliのs-COP相同遺伝

子のクローニングと機能解析

髭国企亘企、野口哲子、鍵和田聡(奈女大・理・生物)

真核細胞の小胞体とゴルジ体聞の蛋白質検送は、少な

くとも二種類の被覆小胞によって仲介されているが、明

確な機能分担などは依然として不明である。これらの問

題を明らかにするために、我々は膜構造の形態的観察に

優れた単細胞緑藻 Botryococcusbra山ili(B.bra山ili)

を利用している。今回、分子レベルの研究を進めるため

に、蛋白質輸送で中心的役割を果たすβ-COP相同遺伝

子のクローニングを試みた。

β-COP特異的プライマーを用いた RT-PCRにより

得られた培幅産物 2.535bpの犠基配列を決定した。相

向性検索を行った結果、A.出aliana、H.sapiens、D.

discoidium、C.elegansを含む様々な種のs-COP相

同蛋白質と高い相向性(40-60%)を示したので、この遺

伝子を B.bra山 li1のs-COP相同遺伝子と結論した。次

に GSTとの融合蛋白質を抗原としてボリクローナル抗

体を作製し、現在この抗体を用いたβ-COP蛋白質の細

胞内局在の研究を行っている.

F826 

Tn5 トランスポゾン及びトランスポゼースを用いた

争左官必2aplatensisの形質転換

担E盤型」矢野伸一，小嶋洋之，豊水正昭 l(工技院・大

阪工技研東北大院・農)

スピルリナは商業培養されている数少ない微細藻類

の一つであるが、その利用は健康食品などにとどまり、

今後の高度利用のために安定的な遺伝子組換え技術の

開発が期待されている。近年、自然のトランスポゾン

の詳細な構造、機能、メカニズ、ムの解析が進み、必須

な構成要素のみを取り出して再構成した人工トランス

ポゾンシステムが開発されている。しかしながらその

利用は m V1，的での変異導入が主であったが、

ReZDIkoffらの報告[地加reBio舵 oJmol18. 97・100

(2000)]に見られるように、遺伝子導入法としても有効

である。そこでこの手法をスピルリナの形質転換に適

用した。スピルリナ由来の強力なプロモーターと cat

遺伝子をτ'05由来のトランスポゾンに導入し、缶詰ト

ランスポゼースと共にスピルリナの藻体に導入し、形

質転換を行った。形質転換した藻体は8ヶ月以上安定

して導入したcat活性を示した。
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F827 

隣接細胞から飾部ミトコンドリアへの
タンパク質輸送の可能性

岡村智恵子円坂本亘 3、林浩昭 l、米山忠克¥藤

原徹 1.2 (I東大院・農・応生化、 2PRESTO，JST、3岡

資研)

本研究では、脱核した細胞である飾部要素内のミ

トコ ンドリアへ伴細胞で合成されたタンパク質が移
行している可能性を検討した。

CaMV35Sプロモーターに GFPもしくは FI-ATPase

δサプユニット由来のミトコンドリア移行シグナル

を N末につけた GFP(DIPS-GFP)を連結した形質
転換イネの飾部を、共焦点レーザー顕微鏡にて観察

した。その結果、 DIPS-GFPを発現してるイネにお
いてのみ、飾部要素内壁部分に粒子状に蛍光が観察

された。また、 GFP抗体を用いた WesternBlottingで
は、葉の抽出液とは異なり、飾管液において移行シ

グナルが付加した GFPが検出された。さらに、

DIPS-GFPをタバコ葉に PartideBombardmentしたと
ころ、いくつかの場合において、隣接する複数の業

細胞においてミトコンドリアで GFPの蛍光が観察さ

れた。これらのことは、 DIPS-GFPが隣接細胞から
細胞間移行し、ミトコンドリ アへと輸送される可能
性を示唆している。

S801 

植物と動物における standingosmosisの代数的解析

水野昇治，主塁壁圭，加藤 潔 1 (日本福祉大・情報

社会名古屋大・情報文化)

動物の小腸上皮細胞による栄養吸収や胆葺での分泌

(Diam.ond企Bossert1967)や植物の伸長生長時の一

見能動的な吸水 (Katou品Furumoto1986)に際しては，

水吸収と溶質畷収との coupling現象がみられる。こ

れらの系には，上度細胞の微繊毛や細胞壁アポプラス

ト・カナルのような.standing osmotic gradientを

発生させ得る細長い構造が必要であり，また水や溶質

のフローは，溶質流と水吸収との関係から導き出され

た非線形微分方程式によって表される(上記の文献)。

上記の非線形微分方程式の代数的近似解を求めたと

ころ，水畷収速度(1)と溶質服収速度(I5)との聞

には. Iv = A X 15 + B の形で表される関係が成り

立つことがわかった。この結果は.動物のいくつかの

実験結果やシミュレーション結果(上記の文献)と一

致する。係数Aや定数Bを決めるパラメータを明らか

にし.st叩 dingosmot ic gradientを発生させる構造・

成分・生理的性質と.その結果発現される機能との関

わりについて考察したい。



S802 

オオセキショウモ業の細胞膜ぽ-A1P蹴

思E盟王、高木慎吾(大阪大院・理・生物)

淡水産単子業績物オオセキショウモの業肉細胞では、光合成

に依存して膜電位が過分極し、その反応はげポンプ阻害剤、

脱共役弗j明且害される。また、薬から単離した細胞膨j、胞にお

けるげ輸送活性の A1Pに対する凡nil~光合成に依存して減少

する。以上は、光合成に依存して細胞膜(p間百-A1P蹴のA1P

に対する親和性が上昇し、膜電位が過分極する可能性を示腔す

る1)。そこで、 PMW-A1P蹴の存在とその活性制御について

検討した。まず、細胞勝j、胞をトリプシン処理すると、ぜ輸送

活性の V聞が約1.5倍に上昇し、 A1Pに対するK"，;6;21∞μM 

から 80μMへと減少した。この時、 PMぱ・A1P蹴のC末端約

8kDが切断されていることを免疫プロットにより確認し、業に

はC末端自己阻害領峻を持つPMW-ATP蹴が存在すると儲命

した。次に、細胞膜画分のA1P力07i<分解活性2)、光による膜電

位の過分極反応3)を非競針句に阻害することが知られてし、る、

無機リン酸(Pj)の効果を調べた。 10mM pi存在下では、 H+

輸送活性のV隅が約65%に減少し、 A1Pに対する K冊が210μ

M から 350μMへと上昇した。 トリプシン処理を施すと、 Pi

による限害効果はみられなくなった。刊による阻害は PM

W-A1P蹴のC末端自己阻害領域を介したものと考えられる。
1) H .. 抽副T法噂(1明砂)1'llr1I白IIPIl'戸回t40: Supplc:ment 2pK 10 

2) 加官 帽e愛国(19宮S)円割附戸以 78:495499 

3) T，池田hige.定al，(1992) plar咽 186: 4め4刀

S803 

青色光による孔辺細胞原形質膜 HヘATPa曲活性化における
14ふ 3蛋由貿の役割
率ヱ盆副、島崎研一郎(九州大・院理・生物科学)

青色光は光情報として孔辺細胞原形質膜 H+-ATPaseを活
性化し、気孔関口を引き起こす。これまでの研究により、青
色光は孔辺細胞 H+-ATPa鴎の C末端自己限害領域のThr9回
のリン酸化を引き起こし、リン酸化された Thr蜘には 14・3・
3蛋白質が結合することが明らかとなっている。しかし、活
性化における 14-3・3蛋白質の役割については不明の点が多
い。本研究では、ソラマメ孔辺細胞 H七ATPaω(VHA1)よ
り設計した 14・3・3蛋白貨の結合部位を含むホスホペプチド
(P-950， KGLDIDTIQQHYpTV)を用いて活性化における

14ふ 3蛋白質の役割について調べた。
青色光照射後破砕した孔辺細胞プロトプラスト破砕液に

P-950を添加すると、 14・3・3蛋白質はリン磁化C末端から
解厳した。そこで、孔辺細胞破砕液の H+-ATPase活性に対
する P-950の効果を調べたところ、 P-950存在下では青色
光による活性化は阻害された。このことは、 H+.ATPaseの
活性化にはC末端のリン酸化だけでなく、 14ふ 3蛋白質の

結合が必須であることを示している.また、 P・950処理によ
り14ふ 3蛋由貿が解降したリン酸化C末端は、 14・3・3蛋白
貨が結合しているものと比べ、ホスファターゼにより脱リン
酸化されやすいことも明らかとなった。以上の結果より、活
性化における 14ふ 3蛋白質の役割として、1)リン酸化C

末端と結合することにより活性化に必要な自己阻害領域の置
換を引き起こすこと、 2)ホスファターゼによる脱リン酸化
を阻害し活性化を安定化することが推察された。
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S804 

ダイコン細胞膜、液胞膜水チャネルのストレス応答

須賀.v2昼、前島正義(名大院・生命農)

植物の細胞膜と液胞膜には各々固有の水チャネルが

存在する。水チャネルの植物体での役割を解明する目

的で、今回、ダイコン(Raphanussativus)の細胞膜と

液胞膜水チャネル(Planta，2001， 212 (2))のストレス応

答について検討した。発芽5日目のダイコン実生を材料

としてストレス(0.15MNaCI， 0.3Mマンニトール，

20%PEG)を0-数時関与えた後、子葉、匪軸、根に分

け、 mRNAとタンパク質量を解析した。

mRNAレベルの解析では、細胞膜水チャネルの

PAQl、PAQ2タイプともに特にマンニトーJレ処理の根

において最も変動が大きかった。これに対し、液胞膜

水チャネルはどの処理においても変動がほとんど見ら

れなかった。次に、抗体を用いてタンパク質レベルで

の解析を行った。根においてPAQ1，PAQ2ともに各ス

トレス処理により程度は異なるが増加し、特にPAQ2

の増加は顕著であった。 VM23はPEG処理により量が

減少した。JJf軸では細胞膜、液胞膜水チャネルともに

量は一定していた。したがって、 PAQ2のストレス応

答性が高く、また、器官としては根での変化が大きい

といえる。これらの結果から植物のストレス応答にお

ける水チャネル機能を考察したい。

S805 

液胞膜H+ーピロホスファターゼの立体構造解析

に向けて:安定佑・精製条件の検討

三組込盤、豊島近 l、小JII治夫¥野村博美 1、前

島正義(名大院・生命農、 1東大・分生研)

液胞膜 Hヘピロホスファターゼ (V-PPase)

は分子量 8万の単一ポリペプチドが酵素機能の全

てを担う単純構造のプロトンポンプである。この

酵素の立体構造解析を実現するため、精製状態に

おける機能構造の安定化条件を検討した。安定性

の評価は基質であるピロリン酸の水解活性を指標

として 1週間に渡り行った。その結果、可溶化

状態を維持するのに用いる界面活性剤の種類、基

質アナログの有無、グリセロール濃度などが酵素

機能の安定化に顕著な影響を及ぼすことが明らか

となった。また、 V-PPase を黄化ヤエナリの旺

軸より精製する方法は以前より確立されているが、

精製ステップに幾つかの改良を加えることで多量

の高純度精製標品を再現性よく得ることが可能と

なったので併せて報告する。これらの成果に基づ

き、 V-PPaseの立体構造解析実現の可能性につ

いて議論したい。



S806 

巨大化醇母細胞とパッチクランプ法による膜輸送体の

新たな機能解析法 ~植物液胞膜仲・ピロホスフ 7

ターゼをモデルに

生直差三、矢部勇¥前島正義

(名大院・生命歳、*東大・分生研)

パッチクランプ法は膜を介したイオン輸送を直接解析

できる優れた方法である。今回我々は酵母で異種発現

させた醇素である植物液胞膜 H+-ピロホスファターゼ

(V-PPase)の機能解析に成功した。

ヤエナリ V-PPase cDNAを発現する酵母株を SI

(Spheroplast incubation)法により直径 20μmに

巨大化させた。その液胞膜を Wholevacuole clamp 

モードで測定したところ、 PPiに依存した内向き膜電

流が観察された。ベクターコントロールや基質アナロ

グではこの膜電流は生じず、逆に基質アナログや阻害

性の二価カチオンの共存で抑えられた。以上から上記

の膜電流は V-PPaseの H+輸送能によるものと結論

づけた。 H+輸送活性は基質濃度 (Km盟 4.6μM)に依

存するほか、遊離 Mg2+の濃度にも影響されることが

示された。変異型酵素の活性についても検討したので

紹介したい。

S807 

ヒトmult1drugreslstance-assoclated proteln (MRPl)高

発現植物体とその表現形質

山皇室鐙，佐藤文彦，纏田和光¥矢崎一史(京都大院・生

命・統合生命京事事大院・.・応用生命)

ABCトランスポーターは、 Aτ?加水分解により種々の物

質を生体膜の内外に能動輸送する愉送体タンパク質である.

ヒトにおいてはガン細胞における多剤耐性に関与する薬剤耐

性ポンプとして、 p-相官タンパク賀(mdrl)やMRPのメンバー

が知られおり、その輸送車S賞特異性が低い特徴がある.我々

は、これらABCタンパク貨を植物細胞において発現させ、

植物の重金属耐性や汚染環境浄化能を改変することを試みて

いる.まず、今回はモデルとしてヒトMRP1を導入した結果

について報告する.

櫛物体内で機成的に高発現するCaMV35SE12プロモータ

の下流にヒトMRP1全長cDNAを連絡し、Agrobacter1um法

によりホスト植物であるタバコに導入した.MRP1のタバコ

植物体における発漢を、ノザン並びにウエスタン解析により

確認し、さらにMRP1がミクロソーム画分に存在することを

認めた。形質転換タバコにて検出されたヒトMRP1の分子量

は約180kDaで、ヒトにおける分子量約190kDaより小さ

く、これは槍修飾の差と考えられた.現在、この形質転換タ

バコを用いた薬剤耐性の解析を行っている.
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S808 

オオムギから単離された新規のクラスに属するABC
トランスボーターIDI7は、液胞膜に局在し、鉄欠乏

条件によって発現が誘導される
山且撞隆1.2、西津直子¥中西啓{二1、森敏1.2 C東大大
学院・農学生命科学、 2CREST)

鉄欠乏によって発現が誘導されるcDNA ID17が、
オオムギの根から単離された。オオムギの根におけ
るID17のmRNA量は、鉄欠乏条件によって増加した。

一方、地上部では鉄欠乏による誘導は観察されなか
った。鋼、マンガン、車鉛などの重金属過剰条件下

では、地上部、地下部ともにIDI7mRNA量の増加は

観察されなかった。予想されるIDI7タンパク質は

ATP-binding cassette (ABC)トランスボーターに特徴

的な構造を有していた。アミノ酸配列の系統分析の

結果、 IDI7タンパク質は主なメンバーとして動物の
TAPトランスポータ一等を含む、 ABCサプファミリ
ーに属することがわかった。これまでに知られてい

る高等植物のABCトランスボーターとの関連性は、

より小さいものだった。タバコ培養細胞で一時的に
発現させたIDI7とGFPの融合タンパク質は、液胞膜

に局在した。これらの結果は、 IDI7が高等植物にお

ける、新しいクラスの液胞膜局在性のABCトランス

ポーターであることを示している。鉄欠乏条件に応

答したオオムギの適応戦略におけるIDI7の役割を、

液胞膜を介した物質輸送の観点から論じる。

S809 

続霊H・-pp・-・I~ゴJa，~f*に局在している
盆旦量豊.江波和彦¥中田真美健蔵雅彦 1(京大院・人
間・環境学，市京大・総合人間京大院・生命科学)

H・-PPaselま、ピロリン酸の加水分解により生じたエネル

ギーを利用してH・を鎗送するWポンプで、高等植物において

は波胞膿にのみ存在すると考えられてきた。しかし近年シロ
イヌナズナのゲノムプロジェクトにより、相同性の低い(アミ

ノl唆レベルで359也のidentity)新しいタイプのH'-PPase遺伝

子が発見された。この新裂H'-PPase(AVP21 AVPL 1)はピロ

リン酸の加水分解によりH・を繍送するものの、これまでに鵬
べられてきたH'-PPase(V-PPase:AVP1)と絞ベてイオン感

受性などが異なり(Drozdowiozet al.. 2000. Plant Phyaiol. 
123: 353-362)液胞鵬以外の量豊富に局姦している可能性

が示唆されていた。本研究でI3:GFPとこの新型H'-PPaseと
の融合タンパク貨をシロイヌナズナの培養細胞などで発現

させ細胞内局在について検討した。その結果、 N末、 C末い
ずれの末舗にGFPを磁合させても特徴的なドット状の蛍光

パターンが観察された.このドット状の蛍光lまBrefeldinAで
処理することによりERのような蛍光パターンに変化したう

え、各種オルガネラマーカ一等を用いた実険の鎗果、ゴル
ジ体に局在するタンパク質RGPlの分布とー数することがわ
かった。実際編物のtrans-，ol，iには~JのげポンプであるV-t
ypeのH・-ATPaaeが分布しており、ゴルジ体の内股は酸性で

あることが示喰されている.現在新型H・-PPaseに特異的な

抗体を作成しさらなる解析を行っている.



S810 

カサノリ V-ATPase，pro鈴olipidsubunitの酵母 vma3
欠損稼での発現及び機能の解析

池田己喜子， 日野原美里， 馬見公子， 中西洋一

(岡山県大名大院生命農)

カサノリは、緑藻類に属し、巨大な単細胞から成る

海穫の生物体である。我々は、このカサノリに存在す

る V-A TPase， protωIipid subunitについて 6種類の異な

る cDNAクローン (VCI-VC6)を単離した。また、一

次機造からは2つのグループ(OVC1/3と.VC2/4/5/6)

に分類され、発現量からは 4 グループに分類される

こと (VC4I6>>VC3> VC2/5>> VCl)を明らかにした.

今回、これら 6種類の isoformすべてがプロトンポン

プとして機能するのかについて、酵母V-ATPase，

proteolipid 欠損株 YN45 (ade2 変異株)を用いた

complementation studyを行った。 VCl-6の cDNAを

pKTMTG酵母発現ベクターに組み込み、 YN45株に

導入した。得られた transformants，VC2.VC6について

ade蛍光色素を用いる液胞の染色を行い、蛍光顕微鏡

により観察した。その結果、グループ@に属する

VC3では液胞内への蛍光色素の蓄積はみられず、@に

属する 4 種では液胞内への色素の蓄積がみられた。

今後、 VCIの発現を進めるとともに、生化学的解析を

行っていく。

S811 

らん藻 Synechocystissp. PCC6803の鉄輸送体

タンパク質 FutAlの鉄結合活性の解析

担麗本題、小川晃男(名大・生物分子応答研究セ)

らん藻 Synechαystissp. PCC6803は主に

futAl， A2， B， C遺伝子群を用いて鉄輪送を行っ

ており、それらの推定アミノ酸配列から futAl

(sJr1295)と fu凶2(slr0513)は基質結合タンパ

ク質をコードしていると考えられる。本研究では

GSTタ グを 付加したFutA1タ ン パ ク質

(rFutAl)を大脇菌に発現させ、これを用いて

FutA1の生化学的性質を調べた。 rFutA1溶液は

鉄存在下で 453nm付近に吸収極大を持つ吸収

スペクトルを示し、鉄を除くことでこの吸収は見

られなくなった。またこの波長での吸光度は鉄イ

オンと rFutA1のモル比が 1:1になるまで直線

的に増加し、そこで飽和に達した。クエン酸との

競合実験から、鉄に対する rFutA1の会合定数は

およそ 1X 1019 と見積もられた。以上のことか

ら、 FutA1が鉄輸送体の基質結合タンパク質であ

ることが明らかとなった。
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S812 

シアノバクテリアSynechα:ystfssp.民:::C6803のチトクロム
C550破線株から得たCl-非要求性変異株の解析
小林真理、加藤治、池内昌彦(東大・教事量・生物)

光化学系Eサプユニットの一つであるチトクロムC550を
磁漉した株は、高濃度のCl-要求性を示す.このチトクロム
C550破捜株を、 Clーを除いた液体織地で培養し続けることで
Cl-非要求位変異株を得た.得られた変異妹からゲノムDNAを
抽出してEcoRIライブラリーを作成した.Clーを除いた霊祭天培
地でC550磁蟻抹の生育を回復させることをt皆様として、変
異DNAを3クローン単厳した.その領域をシークヱンスして変
異部位を同定したところ、一つはs1r0753遺伝子の一部に欠失が
あり、他のこつでは異なるlSY203(挿入配列)がs1r0753.遺伝
子の異なる部位に挿入されていた.このことは、 s1r0753遺伝子
の不活化がC550破漉株のCl-婆求性を抑圧した原因であるこ
とを示唆している.
s1r0753遺伝子は、膜タンパク貨をコードしており、トランス

ボーターといわれる原被生物に保存された未知のORFと高い相
向性を示す.この遺伝子は、大脇酋などの亜枇般の排出ポンプ
とも相向性を示すことから、 Clーの排出トランスポーターかも
しれない.

S813 

ラン藻の硝酸イオントランスポーターの基質結合タ
ンパク質の細胞膜透過機惜の解析
韮呈童五、吉川彰、前田真一l、小俣達男(名古屋大
学大学院生命農学;1オーストラリア国立大・生物

科学研)

ラン藻 Synechococcussp. PCC 7942の倒酸イオン
輸送に関わる NrtAは細胞膜の外側、すなわちペリプ

ラズムで基質を捕捉する基質結合タンパク貨であ
る。 NrtAのシグナルペプチドの N末端部分には、

Foldingしたままのタンパク質をプロトンの電気化学

的勾配を利用して膜透過させるTAT (Iwin-A.rginine 
主.ranslocationsystem)の基質に特有の twin-arginine 
motifがある。このことから、 NrtAがTATによって
ぺリプラズム側ヘ輸送されることが推定された。そ
こで、我々は NrtAのシグナルペプチドを、 Unfold

した状態のタンパク質の膜透過に関わる Sec系の基

質である RhdAのものと入れ替えたものや、 twin-

arginine motifに部位特異的な変異を入れたものを作
製し、その発現や機能の有無についての解析を行っ
た。その結果、 RhdAのシグナルペプチドをもっ
NrtAや、 twin-arginine motifを改変した NrtAは硝
酸輸送機能を持たないことがわかった。これらの結
果は、 NrtAが TATsystemによって輸送されること

を強く支持するものである。



S814 

EXPRESSION OF 11 NITRATE TRANSPORTER (AtNRη 
GENES IN ARABIDOPSIS THALIANA 
Mamoru OKAMOTQ1， J. J. VIDMAR2， A.D.M.GLASS1 

1Dept ofBotany， Univぽ sityofBritish Columbia， Vancouver， 
B.C. CANADA V6T lN4 
2 Agrigenomics守Edmonton，AB， CANADA， T6G 2El 

Higher plants possess bo出 high-and low-affinity nitrate 
transporters. Since the first Arabidopsis thaliana low-affinity 
nitrate transporter gene (AtNRTl.l) was isolated in 1993，白ree
low-affinity， and seven high-affinity ni仕'ate仕ansportergene 
homologues (AtNRT2) have been identified in this species. We 
investigated the transcrlpt abundance of a11 eleven genes in 
response to N03' provision， by relative RT・.PCR.Each gene 
showed different levels and/or expression patt，釘ns.AtNRT2.1， 
2.2，叩dAtNRTl.l were highly induced by 1 mM N03'， peaking 
at 3 to 12 hours， and declining during 3 subsequent days. 
AtNRT2.5 transcript was the least abundant among the 
NRT2 family in roots， but the most abundant in shoot 
tissues. Shoot and root AtNRT2.7 mRNA levels， which 
were moderate under non-inducing conditions， were 
strongly suppressed by nitrate provision. AtNRT2.3， 2.4， 
and 2.6 showed a constitutive pattem of transcript 
abundance in roots and shoots.τ'he localization of 
members of the AtNRT2 family， by promoter::uidA 
fusions， will be demons仕ated.

S815 

シロイヌナズナ低親和型硫酸イオントランスポータ
- Sultr2;2の機能解析
直撞歪盤L1，吉本尚子山谷知行 1.3 斉藤和季 2

c理研・植物科学研究センター千葉大・薬東北
大院・農)

シロイヌナズナのゲノム上には硫酸イオントランス

ポーター遺伝子が 11種存在する。 Sultr2;2は、酵母

の硫酸イオントランスポーター遺伝子欠損変異株の

硫酸イオン吸収機能を相補する低親和型硫酸イオン

トランスポーターである。 Sultr2;2mRNAは根、葉

で発現がみられ、低硫酸イオン条件で蓄積した。

Sultr2;2の T・領域とクラゲ緑色蛍光タンパク質

(GFP)の融合遺伝子を導入したシロイヌナズナ形質

転換体では、根の飾部、葉の維管束鞘において GFP

の蓄積が観察された。 Sultr2;2mRNAの蓄積をアン

チセンスmRNA により抑制したシロイヌナズナ形

質転換体を作成した。アンチセンス形質転換体では、

11種の硫酸イオントランスポーター遺伝子のうち、

葉で特異的に発現する Sultr3;3のmRNA量の増加

が観察された。 Sultr3;3は、 Sultr2;2アンチセンス

形質転換体の葉における硫酸イオン輸送に相補的な

機能を果たすと予想された。 Sultr3;3の発現部位に

ついて現在解析を行っている。
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S816 

シロイヌナズナ葉緑体局在性硫酸イオントランスポ
ーターの解析
直盛晶主l、斉藤和季 2、山谷知行 1，3、高橋秀樹 1

(理研・植物科学研究センター千葉大・薬東
北大院・農 3)

高等植物では複数の硫酸イオントランスポーター

が器官問、細胞聞の硫黄の輸送を担っている。シロ

イヌナズナに存在する 11種の硫酸イオントランス

ポーターのうち、 Sultr4;1が葉緑体に局在すること

を既に明らかにしている。今回、 Sultr4;1のホモロ

グSultr4;2を単離し解析を行った。Sultr4;2は677

アミノ酸をコードし、シアノバクテリア及び藻類の

高等植物型硫酸イオントランスポーターと推定され

る翻訳領域と相向性を有した。 Sultr4;2のN末には

葉緑体移行シグナルと予想、される配列が存在した。

Sultr4;2mRNAは、低硫酸イオン条件で蓄積した。

硫黄欠乏による Sultr4; 2 mRNA量の増加は Sultr4;1
より顕著であった。現在、クラゲ緑色蛍光タンパク

質(GFP)を用いて Sultr4;2の組織特異的発現、細胞

内局在性を解析中である。

S817 

シロイヌナズナからのナトリウム依存型硫酸イオ

ントランスポーター相同遺伝子の単離と機能解析
粟津原元子 l、高橋秀樹九木村明日子 l、斉藤和

季 1(1千葉大・薬、 2理研・植物科学研究センター)

高等植物では複数の硫酸イオントランスポータ

ーのアイソザイムが役割を分担して、硫酸イオン

の取り込みや分配を行っていると考えられている。

演者らのグループでは、ラットのナトリウム依存

型硫酸イオントランスポーター遺伝子と相同性の

ある遺伝子 (ASSTll) をシロイヌナズナより単離

し、その機能解析を行った。 ASSTllは540アミノ

酸をコードし、 12個の膜貫通領域を有するトラン

スポーターであると推定されたが、硫酸イオント

ランスポーターを欠失した酵母変異株の硫酸イオ

ン取り込み能を相補しなかった。 ASSTllはシロイ

ヌナズナの根および地上部で発現しており、mRNA

蓄積レベルは硫黄欠乏条件下でわずかに上昇した。

ASSTllの発現を抑制したアンチセンス形質転換体

を作成し解析を行っている。これらの形質転換体

について、硫酸イオン濃度、含硫化合物濃度、硫

黄同化系の遺伝子発現レベルの測定を行っている

ので、その結果について報告する。



S818 

シロイヌナズナ高親和型硫酸イオントランスポータ

ー遺伝子の機能解析

主主単王¥高橋秀樹2，Frank W. Smitĥ ，斉藤和季l

e千葉大・薬理研・植物科学研究センター，

3 CSIRO Australia) 

シロイヌナズナのゲノム上には高親和型硫酸イオ

ントランスポーター遺伝子が3種(Sultrl;1、Sultrl;2、

Sultrl;3)存在する。 Sultrl;1、Sultrl;2、Sultrl;3はそ

れぞれ 649、653、656アミノ酸をコードし、酵母の

硫酸イオントランスポーター遺伝子欠損変異株の硫

酸イオン吸収機能を相補した。これら 3遺伝子の根

における mRNA蓄積量は、硫黄欠乏ストレスに応答

して 12時間以内に増加した。 Sultrl;1、Sultrl;2につ

いて、デー領域とクラゲ緑色蛍光タンパク質(GFP)の

融合遺伝子を導入したシロイヌナズナ形質転換体を

作出したところ、いずれの植物においても根の根毛、

表皮、度層において GFPの蓄積が観察され、これら

のトランスポーターが土壌からの硫酸イオン吸収に

直接関与していると考えられた。 Sultrl;1の発現を

アンチセンス抑制したシロイヌナズナ形質転換体を

作出し現在解析を行っている。

S819 

新規液胞膜タンパク質MP731まPACvesicleを介して液飽へ
輸送される

三血血量，石丸梅子河本恭子，嶋田知生，西村幹夫人

西村いくこ(京大院・理・纏物基生研・細胞生物)

PAC但recursor館山mulating)vesicleは，液胞タンパク質
の輸送に関わる小胞としてカボチャ登勲積子より同定され
た新規の小胞である(1) カボチャ種子の液胞膜タンパク質は，

主にα・TIP(2)とGluとArgに.む新規線タンパク質MP73の2種

類である.本研究では， MP73の精進解析を行うとともに，

MP73がPACvesicleを介して液胞へ輸送されるかどうかを

検討した.

MP73のC末端のGlu/Arg-巾 hdomainは， 13回の繰り返し
配列からなり， α-helixを形成する.免疫電顕の結果， MP73 

は，液胞膜およびPACvesicle，膿に局在していた.単離PAC

vesiclelこはプロ型前駆体 (proMP73)として蓄積し， j韓離液

胞には成熟型として蓄積していた.パルス ・チエイス実験
を待ったところ， proMP73は， ERからPACvesicleを経由

して液胞に輸送された.ProMP73は，液胞内の酵素によっ

てプロセシングを受けて成熟化し， P24ドメインとMP73を
生じるが，両者は液胞膜上で複合体を形成していた.本研

究により， PAC vesicleが，可溶性タンパク質のみならず膜
タンパク貨の輸送にも関与していることが明らかになった.
(1) Hara判Ishlmuraet aJ. (1998) Pf，町甘Cell，10， 82!H!36. 
(2)M陶uha納 letaJ，(2αlO)同町甘CellPhys/ol.. 41. 993-1∞1. 
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S820 

高等植物の液胞檎送レセプター PV72のドメイン解析
渥辺盤王1.2・1嶋田知生え黒柳美和西村いくこ
西村静夫 1.2

(総研大院・生命科学¥基生研・細胞生物 2、京大院・
理・循物 3)

PAC小胞は種子タンパク貨の液胞への鎗送に関わる

小胞として見出されてきた(1).単磁 PAC小胞の膜構成

成分から. 2Sアルブミン由来ペプチドと相互作用する
渡胞輸送レセプターを見いだし， PV72と命名した.PV72 

は， N末織側からリガンド結合領減.EGF (epidermaJ 

growth factor)領峨，腹貫通領繊，細胞内領織の各ドメ
インよりなる(2).

PV72のレセプターとしての機能を分子レベルで解明

するために. PV72のルーメン領場をパキュウロウイル
スを用いて昆虫細胞 (sf21)で大量に発現させた.得ら
れた組み換えタンパク質 rPV72とリガンドとの結合，解

離活性を BIACOREおよびアフィニティカラムで測定し
た.その結果，両者の結合と解離がカルシウムによって
制御されていることが分かった.さらに，結合ドメイン
の解析を行うために.EGF領織を欠失した PV72を昆虫
細胞で発現させ，得られた組み換えタンパク貨の梅造と
機能についても問機の解析を行ったので，報告する.

(1) Hara-Nishimura， 1. el al. (1998) Planl Cell， 10: 825・836.

(2) Shimada. el al. (1997) Planl Cell Physiol.， 38: 1414・1420

S821 

植物における液胞タンパク質の新規輸送システム

の解析

松島良，石丸八寿子¥山田健志，嶋田知生，

西村幹夫¥西村いくこ(京大院・理・植物，

t基生研・細胞生物)

高等植物における液胞タンパク質の液胞への輸送

は，粗面IJ¥胞体→ゴルジ体→液胞という経路とゴル

ジ体をバイパスする粗面IJ¥胞体→液胞という経路が

存在する.今回，我々はこの後者の経路に関わると

考えられる新規の構造体について報告する.小胞体

由来の構造体を可視化するために，小胞体局在型の

GFP (GFP-HDEL)を発現する形質転換植物体を作出

した.その植物体を観察した結果，子葉，庇軸，根

の表皮に約 0.5x5μmの細長い構造体を見出した.

細胞分画法を用いて解析した結果，この構造体を含

む画分には，液胞の cysteineproteaseである RD21の

前駆体が存在していることが分かった.RD21の局

在と J GFP-HDELのような小胞体局在型タンパク質

およびゴルジ体を経由する液胞タンパク質(SAG2)

との局在を比較した結果， RD21の前駆体はこの構

造体に選択的に蓄積していることが分かつた.この

構造体が見られないロゼット葉における RD21の液

胞への輸送についても比較検討する .



S822 

シロイヌナズナ液胞形成に関与する SNARE分子の細
胞内局在と相互作用
中間基差1、光田展隆2、竹安邦夫1、佐藤雅彦3(1京大・
院7歪布子京大・院・人環、 3京大・総合人間)

我々は、高等植物の液胞形成過程の分子メカニズム
を解明する第一歩として、膜融合装置としての SNARE
分子に注目した。高等植物では、これまでにシロイヌナ
ズナで8種類の SNARE分子が同定されている。今回
我々は、シロイヌナズナゲノム情報をもとに BLASTを用
いたデータベースサーチを行い、新たに36種類の
SNARE分子を同定した。アミノ酸配列から y-SNAREは
6グループ(AtSYBP-11-6?)、 t-SNAREは8グルー
プ(AtSYP-11-81)に分けられた。次に、それら新規
SNARE分子を GFP融合タンパク質としてシロイヌナズ
ナ培養細胞中で発現させ、細胞内局在を調べた。その
結果、 AtSYBP-O及び AtSYト51pは液胞膜に局在す
る可能性が示唆された。そこで、それらについてポリクロ
ーナル抗体を作成し、ショ糖密度勾配遠心法を用いて
シロイヌナズナの根における細胞内局在を調べたところ、
液胞マーカーである H+ーPPaseのパターンとほぼ一致し
た。次に、既に液胞膜に存在することが知られている t-

SNARE:AtVam3pを用いた免疫沈降により SNARE開
の相互作用を調べた。これまでのところ、 y-t聞での相
互作用は確認されていなし、が、 AtSYP-51pとAtVam3p
との相互作用が確認された。このことから、 AtSYP-51p
は AtVam3pとSNARE複合体を形成し、液胞膜融合に
関わっていることが推測される。

S823 

クロロフィル・ヘム生合成系酵素である Protoporphyrinogen
oxidase-I1のオルガネラへ験送と細胞内分布
遮辺畠基，禁晃櫛，岩野恵，高山誠司，吉田茂男磯貝彰

(奈良先端大・バイオ、 l理化学研究所・植物機能)

高等植物にはクロロフィル・ヘム生合成共通経路の最終
段階を触媒する 2種類の Protoporphyrinogenoxidase 
(Protox)が存在し、それぞれ葉緑体とミトコンドリアに

局在する。本研究では、ミトコンドリア型と考えられる
Protox・11をホウレンソウからクローニングし、この酵素の
細胞内局在部位とオルガネラへの移行を調べた。まず既知
の植物 Protox・11の保存配列を基にプライマーを設計し、
PCRにより全長のホウレンソウ Protox-IIcDNAを単離し
た。配列解析の結果、本酵素は他の植物の Protox・11より
も26残基長い延長配列を N 末端に有していることが判明
した。次にウエスタン解析を行ったところ、ミトコンドリ
アと葉緑体厨分で 55kDa、57kDaのバンドがそれぞれ検
出された。コムギ怪芽摘出液のか vitro翻訳系を用いて翻
訳産物の解析を行ったところ、ホウレンソウ Protox-II
mRNAからは2つの in-fr溜neAUGコドンを用いて 59kDa 
と 55kDaのタンパク質が合成されることが明らかになっ
た。そこで GFP融合タンパク質を用いた invivo輸送実験
を行ったところ、 59kDaの産物が葉緑体ヘ、 55kDaの産
物がミトコンドリアヘ輸送されることがわかった。さらに、
免疫電顕観察を行ったところ、 Protox・11は葉緑体では内包
膜のストロマ側に、ミトコンドリアでは内膜にそれぞれ局
在していることが明らかとなった。この様な結果を基に、
Proωx・11の細胞内分布を解析したところ、そのほとんどが
葉緑体に存在し、一部がミトコンドリアに存在することが
明らかになった.
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S824 

植物特異的なRab/YptGTPase， A.I訴の解析

よ旦宣車，山口雅利内宮博文人中野明彦(理

研・生体膜東大・分生研)

Rab/Ypt G宵 aseは，真核生物に普遍的に存在す
る小胞と標的膜の融合制御のための分子スイッチ

である.我々は，このRab/Ypt Gτ'Paseの植物特異

的な新規Subfar叫lyに属するAra6を，シロイヌナズ

ナより単離し，解析している. Ara6は， Rab5 

familyと最も高い相同性を示すが，その一方で

Rab/Y pt GTPaseに保存されているC末端の脂質修飾
ドメインを持たない，効果器領域が他のどの

Rab/Ypt GTPaseとも異なる， N末端にミリストイル

化，及びパルミトイル化のコンセンサス配列を持
つ等，その構造上非常にユニークな特徴を持って
いる.動物や酵母には，このようなタイプの

Rab/Y pt GTPaseは存在しないことから， Ara6は，
植物が小胞輸送制御のために独自に進化させた分
子種であると考えられる.我々はこれまでに，

Ara6がエンドソームに局在し，その融合を制御し

ていること等を報告しているが，本大会では，
Ara6のエンドソーム局在化機構に関する解析結果

と共に， GTPase cycleの非常にユニークな制御機構

に関して報告する.

S825 

シロイヌナズナFab1の彼自Eと局在
平野朋子、加藤友彦¥田知哲之仁篠崎一雄九関原明仁小林
宣曹て主藤雅彦 6(京大院・生命科学、 1，2かずさDNA研究所、
3，4，d理化学研究所筑波研究所植物分子生物学研究室e京大・総
合人間)

FAB1遺伝子はヒトのタイプEフオスファチジルイノシトール
4，5・キナーゼのホモログとして 1995年に出芽酵母で同定さ
れた。その後、 Fab1pは、アミノ末端にフォスフアチジルイノシト
ール 3リン厳と結合する吋ngFYVE・Zincfingerドメインを、カル
ボキシル末舗にフォスファチジルイノシトーJレリン酸キナーゼドメ
インを有し、フオスファチジルイノシトール 3、5ーキナーゼである
と艇明された。この構造は微々な生物種で保存されている。ま
た、出芽酵母の FAB1欠損株の表現形lま、液胞が二倍以上の
大きくなり、液胞内腔の酸性化が起こらなくなる他、細胞表面も
不完全になり、成育にも影響が出ることが報告されている。

本研究では、高等植物の液胞及び植物体全体における
Fab1pの機能や細胞内分布、組織特異性についてシロイヌナズ
ナを用いて解析している。
シロイヌナズナにおける Fab1ホモログはブラストサーチの結

果、出芽酵母 Fablとの相同性が 29.4%、26.8%で2つ存在す
ることがわかり、それぞれ AtFab1a.AtFab1bとした。両者間で
アミノ酸一次配列上の相同性は互いに 57.1%であった。
AtFab1a. AtFab1b遺伝子は第4染色体と第3染色体ょに位置
し、共に 10のイントロンと 11のエキソンからなり、アイソフォー
ム聞でイントロンの大きさはそれぞれ全く異なるものの、エキソ
ン部位はほとんど同じ大きさであることもわかった。
T-DNAタグラインのスクリーニングを行った結果、.AtFablb 

の欠損植物を同定した。表現形等について現在解析中である。
また、 AtFab1a.AtFab1b両者のcDNAをクローニングし、 RT-
PCR及び作製した Fab1抗体によって組織特異性を調査中であ
り、 AtFab1a.bとGFPとの融合タンパク貨をシロイヌナズナ培養
細胞で発現させた細胞内分布についても検討している。



S826 

円石事のセレノプロテインの単樟・精製
姐藍也1，岩本浩二死白岩善博1・2(1筑波大院・生

命環境 2筑波大生物)

円石藻は細胞表面に円石と附設LるCaCOsの構造
物を持つ単細胞蔀類である。我々は，円石藻が生育の

必須元素としてセレン偽)を要求することを既に見

出したが，その生理櫛Eの詳細は依然として不明であ

る。そこで，本研究では植物細胞内におけるセレン
の作用機構の解明を目的とし，円石藻セレノプロテイ
ンの単離を試みた。
材料丸円石藻のft表種である EmjlisnIRhuxJeyi 

を用いた。時3eを含む培地で細胞を培養し，需品の放

射活性を指標として，これらのタンパク質の部分精製

を行った。 E.huxl併の細細由出納謝姓が高く，タ
ンパク質の分離が困難であったが，吸着系クロマトグ

ラフィーでは良好な分離が得られることがわかったの

で，陰イオン突換クロマトグラフィーによる柑生除去

の後に，ゲノレろ過クロマトグラフィーを行うことで，

タンパク質の部分精製に成功した一部分精製したタン
パク質を SDS.PAGEにより分離したところ，分子量
が約ω，31， 29，おおよび20kDaの時3e.ラベルペ

プチドを検出した。これらの 1<r-20残基のN末端ア

ミノ酸配測では既知のタンパク質との有意な相向性

はなく，事視のタンパク質である可制封滴い。

S827 

緑藻島町四occusbr，酬がに炭化水素生成を誘導する系

高橋わかな，字国久美子，鍵和田聡壁且草王

(奈良女大・理・生物科学)

単細胞緑習鹿島町制'oc，ω braunitは、細胞慰問細胞乾燥

重量の 30-ω%もの炭化水素を蓄積する.この炭化水素

(aIk“iene)は炭素数 29または 31の直鎖状の炭素鎖で、

2個の二重結合を持つ.炭化水素生成は、細胞質分裂直後

に細胞墜形成に先だって、娘プロトプラストの原形質膜表

面で起こる事を我々は明らかにしてきた。本研究では、細

胞分裂後に起こる炭化水素生成を、間期の細胞に誘導する

系の確立を試みた。間期の細胞を種々の細胞壁分解酵素で

処理し、 14C・酢酸を含む培養液で 2時間培養後、ヘキサン

で脂質を抽出し、シリカゲル薄層クロマトグラフィーで炭

化水棄を単厳し、炭化水素への 14Cの取り込み量を測定し

た。その結果、間期の細胞をセルラーゼ・マセロザイム等

によって適度なスフエロプラストにした場合、無処理の細

胞に比べ 10-15倍の炭化水棄を生成する事が明らかに

なった。スフエロプラストのトランス・ゴルジ・ネットワー

クは、間期に特有な小胞ではなく、炭化水素生成期に特異

的に出現する小胞を形成した。

290 

S828 

車輪様類における細胞質カルシウム含民
岡 沢 仁 、 菊 山 宗 弘 ¥ 岡 崎 芳 次 2 (循弁工大・応
用理化、 E放送大・生物、 2 大阪医大・生物)

三種類の車納骨属類、 NiteJJsflexjJis、NiteJJs

sxiJJiformis. Chsrs corsJJinsのt耳j"11細胞から、
細胞質、葉緑体を除いた細胞質、業緑休試料を綱
製し、それらに含まれる Ca2+および Mg2+含販を

イオンクロマトグラフィーを月1いて測定した.
Ca2+を大量に含む細胞墜と l!l胞からの Ca2+の混

入を防・ぐため、細胞を予め 5mM  SrClz I，度で処理
した後、 5mM  SrChを含む 350mMソルピトー
ル液で波胞を渚流し液胞 i伎を入れ答えた.細胞
質はピンセットで締り出した.過去の測定で、車
軸穣類の細胞質の K+含量は穏にかかわらず約
100 mMなので、 Ca2¥ Mg2+含量は K+含最 100

mM  Iζ 対する綿対値として求められた Mg2+含

量は三種の聞で大きな i盆いはなく、 7'8mMであ
った Ca2+含量は種間で大きなiJiいが館、められ

た (N.fJexjJis 18.8 mM， N. sxiJJiformis 9.6 mM， 
C. corsJJins 5.7 mM).肉織の皇室は葉緑体を除い
た細胞質にも見られた (16.3mM、8.3mM、 7.0 

mM). 一方集録体では、 N. fJexilisの Ca2φ(31

mM)および Mg2べ17mM)含畳は C.corsJJinsの
それぞれ 7倍と 2俗であった.
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日本植物生理学会2001年度年会の開催にあたり、下記の企業・団体

よりご寄付、広告掲載、展示等のご協力を頂きました。ここにお名前を掲

載し、厚くお礼申し上げます。

(2001年2月25日現在、アイウエオ順)

寄 付 九州片山化学株式会社

サンケイ化学薬品株式会社

タパイエスペック株式会社

ナカライテスク株式会社福岡営業所

株式会社 ユーエスアイ福岡

広告掲載 旭光通商株式会社

アプライドバイオシステムズジャパン株式会社

株式会社 アーンスト・ハンセン商会

有限会社 医学英語総合サービス

株式会社 医学生物学研究所

オックスフォード大学出版局株式会社

株式会社秀潤社

株式会社 ジーンネット

正晃株式会社

宝酒造株式会社

株式会社 トミー精工

日本アビオニクス株式会社

株式会社 日本医化器械製作所

株式会社 ニュートリノ

北海道システム・サイエンス株式会社

安井器械株式会社

安武科学器械株式会社 福岡営業所

展 示 旭光通商株式会社

株式会社 アースサイエンス

株式会社 アーンスト・ハンセン商会

オックスフォード大学出版局株式会社

倉敷紡績株式会社

小糸工業株式会社

株式会社秀潤社

株式会社 ジーンネット

日立計測器サービス株式会社

ユージー企画有限会社
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Journal of the 
Japanese Society of 
Plant Physiologists 

Plant & Cell 
P hysiology 

JOURNALOF 

Exdlltimental 
Botany 

Published for 
the Society for Experimental Biology 

ー帳***楽**楽楽様様*******楽楽9併楽楽楽楽告焼事告書終来楽昔併殺*********来事後楽******

日本と欧州を代表する植物生理-植物分子生物学誌が今年からともにOXFORD

UNIVERSITY PRESS (OUP)から出版される事になりました。 JExBはOUPへの

移管以後BillDaviesのイニシアティブによって年々その質を向上させ、最新の

impact factorは2.5に達しています。 一方日本を代表する学術誌であるPCPもその

impact factorが最近2.2を越えて当分野の世界トップレベルに肉迫しており、両者が

同じOUPから姉妹誌として出版される事には大きな意義があります。

さらに、両誌はOxford-StanfordallianceによってHighWire Pressからオンライン

化され、Science，PNAS， EMBO， JBC， PLANT CELLと同じフォーマットで同ーの

検索領域に入り、リファレンスがフルテキストリンクされるようになります。

日本植物生理学会会員の皆様には論文投稿の第一オプションとしてPCPをご選択くだ

さいますようお願いします。

分子生物系関連誌

*The EMBO Journal 

*Nucleic Acids Research 

*G Iycobiology 

ぃE魁II!¥
þJ=!~iI :I'I;m'I.lifì ゆ沙1

安L:mlIilfuam:lliis ・
* rotem ngmeermg 

お問い合わせは OxfordJoumals， OXFORD UNNERSITY PRESS 

〒113-0023 東京都文京区向丘1-1-17-5F

TEL: 03・3813・1461 FAX: 03・3818・1522Email: oupjnl@po.iijnet.or.j 
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-硬い組織(歯・骨・珊瑚・動物組織・イネ・穀物・種子・木材チップ・毘虫)から

クロレラ、微生物まで密閉した市販のディスポーサブ‘ルチューブ‘内で瞬時

に破砕。サンプル閏のクロスコンタミネーションがありません。

・冷却破砕用ホルダー(磁砕温度を0~50C等で制御可)も取付可能(オプション)0 

・ONA.RNA.酵素・蛋白質・指質・糖質の抽出に最適!

・多検体の同時破砕が可能(2mLチューブ‘の場合24検体.96テ鴨イーブウ工ル:2枚)。
ハイスループット破砕(米粒・イネ生葉 192サンプルを 10秒~40秒で破砕可能)

・サンプル量は2mLのチューブ‘の他、0.5mL--50mL等までの市販のチューブ.

.96ウ工ルがホルダーに取付可能(オプション)。特殊チューブ.も製作可能。

1-長年の実績・多数の納入実績 5川駅川匂

-遺伝子組み換え食品(トウモロコシ・大豆等)のONA.円NA抽出

・イネ生葉・米粒・大麦かうONA.RNA抽出(液体窒素による凍結破砕も可)

・ヒトがん組織・骨・歯からのONA.RNA蛋白抽出(薬理試験・法医学鑑定等)

・大腸菌からの活性ある830画分の抽出等(低温破砕ホルダー使用による)

‘E~J~咽 ;J.~1'- 1キ，

AC100V 
.仕繊および外観は.改良のため何の
予告も忽く変更する場合があります。

※別紙仕事義書をと多熊下さい。

サンプルの処理方法により各種機種を揃

えておりますのでお問い合わせください。

製造発売元回安井器械株式会祉
干534-0027大阪市都島区中野町 2-2 -13 TEL.06-6353-7291 (代表) FAX.06-6353-0217 

〒108-0014東京都港区芝5-9-12金沢ピル1階 TEL.03也 5443・8489(代表) FAX.03-5443-6430 

E-mail:sales@yasuikikai.co.jp 

l lni4TlflA!ifM!1Masuikikai.co.jp 



ボリク口一ナル抗体/モノクローナル抗体l

ー( 2，・3ヶ月でご清望の抗血清をお届げします 〉・

現在室自質の検出 ・精製 ・機能解析には免疫学的手法が多く用いられており、特に、新規の霊白質、

または特定部位の機能解析などを行う場合に必要とされることが多々あります。

当社では、市販されていない抗体や特殊な蛋白質、ペプチドなどに対する抗体の作製を行っています。

抗体メーカーとしての技術を活かし、細かなご要望におこたえできる体制をとっており、作製中も進行

状況などすぐにお問い合わせいただけます。

••••• e}l-'" 

ポリクローナル抗体の作製 合成ペプチドの作製
ウサギのf也、多種動物ポリク口ーナル抗体作製も受託しておリます。 -抗原部位の検索サービス

-リン酸化等の各種ペプチド修飾
詳細はお問い合わせください。

(マウス、ラット、モルモツ卜、ハムスタ ) 
(抗体作裂をご依頼いただく場合に限ります。)

〕EQコ

-1m 
-発現系の構築(大腸菌)

-リコンビナントタンパク質の発現 ・精製
(抗体作裂をご依頼いただく場合に限リます。)

くポリク口一ナル抗体作製スケジュール(ウサギ)>

製造発売元

闘BLC株)医学生物学研究所
URL : http://www.mbl.co.jp 

干460-0002名古屋市中区丸の内3丁目5番10号
住友商事丸の内ビJレ5階

TEL(052)971・2081 FAX(052)971-2337 

抗体作製のご用命・お問い合わせは

試薬推進部:TEL(052) 971・2089，Fax(052)950・1073
e-mail: support@mbl.co.jp 
MBLホームページから注文書をダウンロードできます。



「植物細胞工学シリーズ」第14号

のゲノム研究プロトコール
一一最新のゲノム情報とその利用法一一

監修:佐々木卓治(震林水産省農業生物資源研究所分子遺伝部)

田畑哲之(かすさDNA研究所植物遺伝子研究部)
.インターナショナルサイズ・254ページ

島本 功(奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科) 4砂本体価格3，800円+税

図解 植物のゲノム研究

第1章総論
1・1植物ゲノム解析の意味するもの

第2章ゲノム解析の原理
2-1 ゲノム解析の戦略

2-2ゲノム情報解析

2-2-a ゲノム情報の利用

2-2-b 遺伝子系統轡の構築法

2-3マイクロアレイ法

2-4遺伝子破犠法

2-4-a 遺伝子破療法による緩能解析

2-4-b イネのTos17による遺伝子破療法

2-4・c シロイヌナズナの遺伝子破壊法

2-5マップベースク口一二ング法

2-5-a イネのマップベースクロ一二ング法

2-5-b シロイヌナズナのマップベースクローニング法

2-6ブロテオーム解析

第3章ゲノム解析の実際
3・1イネのゲノムシーク工ンス

3・2 シロイヌナズナのゲノム解析の現状

3・3マメ科のモデル植物ミヤコグサ

3-4ダイス"のゲノム解析

3・5ゼニゴケの無菌塩養法および形質転換法

3-6遺伝子ターゲテイングの容易なヒメツリガネゴケ

3-7緑藻クラミドモナスにおけるゲノム情報の利用と

遺伝子の同定

3・8アサガオの連鎖地図とトランスポゾンディスプレイ

3-9倍数性コムギのゲノムサイエンス

3・10ゲノム研究の対象としてのオオムギ

3-11 シアノバクテリアの形質転換法および遺伝子破壊法

3-12海のモデル植物スサビノリ

3-13カンキツ類のゲノム解析

-CAPSマーカーによる品種のタイピンク.とマッピンク-

3-14モモのマッピンク‘

3-15針葉樹のゲノムマッピンク.とその活用ースギー

Short Topic5 
1.可視化技術を用いたゲノム解析の新たな展開

2.完全長cDNA研究の現状

3.ゲノム解析の現状と未来

① ヒト

② 線虫 C.elegans 

③ 酵母

@蹴融lbぬ 一分裂装置と制御機構-

監修 :町田泰則 (名古屋大学大学院理学研究科)

福田裕穂 (東京大学大学院理学系研究科)

.インターナショナルサイズ・188ページ(カラー24ページ)

・本体価格3，600円+税

@一植物の光センシング(恨仮題劃) 

2001年10月刊行予定

•• 

主主E内容

第1章 細胞周期の制御因子

第2章 細胞周期を支配する細胞内構造

第3章 オルガネラの分裂制御

第4章 細胞分裂パターンの決定因子と形態分化

監修 :徳富哲 (大阪府立大学)
長谷あきら (京都大学大学院)
長谷部光泰 (基礎生物学研究所)
和田正三 (東京都立大学大学院/基礎生物学研究所)

23a邑酒田001.-'-I "'1随羽31東京穆港区画廊布4・15・21 鏡6興和ピル漕
げ~.... "iIiIII量百司自4市- I TEL:03・34伺 州6121 FAX: 03ド$綿5-7715

J ・ ，，~，..薗田Eー・. I ..... .，. ...---..-I E...m剖1:i渦@sh略Jnsha.∞伊 URL:h町内側.納坤m伽~..-
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LC-VPは・・-

・高感度検出器群.各種切換

バルブ類等.豊富なコンポ

ーネントを自在に組み合わ

せることにより.ご予算，目的

に応じた様々なシステムを

構築することができます。

C シリ四ズ

.各コンポーネント標準装備

の，VPキ-Jにより，日常の

)'(リデーションが手軽に効

率良く行えます。

-アミノ酸分析システム，糖分

析システム，有機酸分析シ

ステムをはじめ，アプリケー

ションがパッケージイヒされ

た各種応用システムがライ

ンアップされています。

本社 京都市中京区西ノ京桑原町1
島津ホームページアドレス

.東京 (ω)321与時85

.仙 台 (022)221-6231

.大宮 (048)64ι∞81

.名占屋 (052)56ら7531
分析機縁事業部(~?~).s?3.:1~ 95 ;岡山 (086)221.2511

お問合せはもよりの常業所へ .福岡 (ω2)2島知4

島津分析コールセンター(お客織に対する電話相談窓口)

東京 (03)3219-1691 (東日本地灰) 京都 (075)813-1691 (商1:1本地!>{)
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.札帳 (011)205-55∞
.つくば (0298)51.8511
.飾附 (054)272-5邸泊

.神 戸 (078)331.9665

.広島 (082)24品4312
@島津製作所

http://www.shimadzu.co.jp 



GMS™ブランドが

Affymetrix@ブランドに変わりました。

A符抑letri~428 Array Scanner 
TaKaRa Code GM210 ￥13.500.000 

ユニークなスキャニング方式を採用したDNAチップ解析

装置に新機種が加わりました。

・従来の機種に比べ、スキャ二ンク.速度がさらにアップ

(約2.5分)

・MultiScan機能により、自動で Cy3™、 Cy5™の八イ

ブリ夕、イゼーション画像のスキャ二ングか5、スキャン

画像の保存までが可能

・感度がさらにアップ

eCy3™，、 Cy5™を含む9種類の色素に対応

Affymetri~ 418 Array Scanner 
TaKaRa Code GM205 

￥16，000，000. 

￥12.000.000 
41 8 Array Scannerがブランド名も新たに、さらにお求

めやすくなりました。

Affymetri~ 417 Arrayer 
TalくaRaCode GM 1 05 ￥12.000.000 

GMS™ 4 17 ArrayerもAffymetrixめ417Arrayer Iこ

ブランドが変わりました。

ゐ宝酒造株式会社
東京
バイオ販売課

大阪
バイオ販売諜

東京都中央区日本橋2丁目 15-10〒103-8232
TEL 03-3271-8553 FAX 03-3271-7282 

滋賀県草津市野路町砂池2257干525-0055

TEL 077-565-6979 FAX 077-565-6978 

l047 



Applie.d 
Biosystems 

ABI PRISM'~ 31 00 Genetic AnalyzerはAppliedBiosystemsの確立さ

れたDNA解析授術によって誕生した最新のDNA解析システムです。ABI

PRISM'!> 310 Genetic Analyzerと3700DNA Analyzerの流れを継承

し、高い信頼性と確立されたテクノロジーで、ライフサイエンスの研究を促進し

ます。マルチキャピラリーDNA解析システム、ABIPRISM'!> 31 00 Genetic 
f.成¥2年制j¥f/をもって、門ハイオンステムズジャパン株式会社は、
アプライドパイオシステムズジャハ〆時式会社lこ附を変更いたしました Analyzerの詳細は www.appliedbiosystems.com/jpをご覧下さい。

干104・0032東京都中央区八丁揺4・5-4秀和桜橋ビル TEL.03-5566-6100 FAX.03-5566-6501 
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アプライドバイオシステムズジ‘ャパン株式会社

|この製品は研究目的でのみ慣用できますο|

Copynght (C) 2000. Applied Biosystems Japan Ltd. AII righls reserved記恨の牡畠および製品名"饗社もしく"各社の務保また"登録商欄です

GA038ADBOO07AC 
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Yグタジェ;;2シト サーぞ予イクラー
温度グラジヱント、大型液晶ディスプレイを搭載した次世代スタンダー孔

ハイパフォーマシス

最大40tの輔のグラジェントを持つ条件検察マシン

地 x合4.0t/sec. ~3.0t/sec 

W25偲 XD3生懸(A4ペーパー21αnX30咽)

ACll5V /230V切替え， 250VA， 50/60Hz 

九州特別代理屈 本社 大牟田市

福岡営業所福岡市東区原田1丁目43-43
τ'EL 092-626-2722 FAX092-626-2723 
e-mail gnet@titan.ocn.ne.jp 

ωt1el株式会社ジーンネット



pπ可systeml

バイオ工学研究-設備・機器・装置

5万ルックスの高照度!

CO2制御

Wl800 X D900 XH2358(mm) 
+10"Cー +45"C

ド湿窓将棋ィベル
遺伝子導入植物・昆虫の栽培・飼育に I

バイオハザード対策を施したー屋

閉鎖系温室。BTH-P3-2NC

組理・ 55%-85%RH 
0-50.000Ix 

夏 :25"C -40"C 
冬 15"C-30"C 
55%-75%RH 
排気処理・排水処理

価格・￥24.000.000

-振動板への

ノ、ンマ一弾衝撃により

DNAをコーテインク'した

金粒子を細胞に

直接打ち込む

画期的な装置。

真空式

￥2.900.000 

大気濃度一3.000r.p.m. 
価格 :￥4.980.000

動・植物細胞、微生物等の培養、
植物組織培養、発芽・育成・昆虫
飼育、恒温・保存実験・試験、
研究に I

温度 :+5"Cー+50"C
湿度:50%RH-90%RH 
照度 :0-24.000Ix 

価格 :￥1.180.000

LH.200.RDS￥890..000 
(別に各種j凡用型も用意致しております)

トミクロトーム MT-3/MTHイ クリーンベンチー一一一無欝操作
試料を前処理なしで、切片ができます。

例人AEなく試料が作れ、研'先にも実習にも

故適です。 MTH-lはポータプルです。

MT-3 
(自動方式)

￥898.000 

厚み 10μー 700μ

MTH-1 
(手動式)

￥350.000 、・v

w 

;:' 

VSF-1300A汎用普及型

・奥行81cmの薄型

・フロントパネル、カラー5色から選択

・ステンレスフラットテーフJレ

外寸:W1310XD806xH1861九
風速:0.3-0.5m/sec 
風量:20m2/min 
両賢官Eカ:490W/50Hz 
価格.￥950.000

VSF-850A￥750.000 

ONA潟i鑓装置 FT8-4000 バイオマルチインキュベータし件3か8CT
サンプル量が少ない・早い・鮮明/

①サイクルの処理時間が他機に比べ画期的に速い

(30サイクル→ 40分〕
②マイクロキャピラリーチップ採用

試薬量が少ない
③パックグランドのない美しい

結果が得られる

温度上昇時間:55"C -99"Cー18秒
温度下降時間:99"Cー55"C-20秒
書込最大プログラム数:25 
反応サイクル数:最大999

Bio&Clean研究設備・機器

巴Jr]systeml
http://www.nihonika.co.jp 
Email: info@nihonika.co.jp 

価絡 :￥890.000

e 

縁組、 生物実験に適した、エアージャケット方式。
2・i露麗事 8断固別制御て・研究のスピードUP/

-広い恒温情が8室個別に温度(昼夜
2段変温)ti5"C-25"C叉は10"C-45 
℃まで、照度(タイマーで明暗調節)は、
0.3000Luxまで調節できます。

・完全独立型で槽問の相互汚染がない
・エアージャケット方式で、極めて水
介の蒸散が少なく、試料が傷まない

・コ ンパク卜(設置面積が小さい)であ
り、試料の大量処理、研究のスピー
ドupもはかれる。

価格 ・￥2.180.000

株式会社日本医化器械製作所
本 社〒550.0002 大阪市西区江戸堀 lT目 22番 38号 包 (06)6443.0712哨)FAX(06)6445.7641 
東京支唐字}83∞15 東京都府中甫滴木ヶ丘 1丁目 3暑地8 ft(042) 365.3245 (代)FAK(042) 367・0382
札幌宮 量 所 刊 品0028 札幌市東区北 28轟車 18T目5番 5号 ft(011l786・7203(代)FAX. (011) 786.7204 
仙台 出張所〒981.0911 仙 台 市 膏 草区台 l曹 4T目8番 10号 曾 (022)717.5831(和 FAX.(022)717・5837
つくば宮賞断〒305.0005 茨崎県つくば南天久保3丁 目 10番 12骨 曾 (0298)55.7401(代)FAX.(0298) 55・7403
名古屋営揖所司r453.0809 名古屋南中村区上米野町4丁目24・3也包(052)451-7922 (代1FAX.(052)451.7924 
緬間営健所司r813∞94 福岡甫車区，の，幸 4T目 19番 1号 包 {ω2)611・0530(附 FAX.(凹 2)621-9268
工 唱亨583-0841 大阪府羽曳野閉駒ヶ谷 5醤 47母 包 (0729)58-1919州市AX.(0729)56・1345
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( 融制作ジゥーむセンサ鰯による高速高感度輔質 1 
高度研究・隠発に威力を発簿する高性能サーモグラフィ 1 

TVS田 8500シリーズ
絡長

1)瞬時の現象や移動体も正確に縫える

高速フレームレート1/120秒

。 微少主主温度差を績出する優れた温度

分解能0.025'C

金〉 周期的に動作する対象物と周期を取

り熱翻像を記録する周期酒像記録

パ約1000画面分の烈画像を11120

秒リアルタイムで記録/湾生(TVS-

8502) 

. )毎秒30牧の熱画像をパソコンヘオン

ライン転送/記録(TVS・8502)

。 炭酸ガスの影響を受けにくいツインピークス波長検出:3.5-4.1.4.5-5.1μm

o冷却剤不要のスターリングサイクルクーラ冷却

応用分野 ・砂
-E趨此亘凪訟E・

-・E七;，~;Jj7J-=\{!j軍司長信M・・・

a・・照初提言問調・・・ ー".'II，:g'呪祉活R順調見出凶・・
a圃E主主張証1~Y!帰語';'f.i ~;U_ -E主宰去百1I1 ~計量弘E岬議:可II IIJ鈴咽・

.三重量主 r-1ー企ーー'II~-.I・ーーÞO.....占些-P4‘...+
司r.=雪 ロ4-.rc.ノ1 - /人保::t¥，:z玄戸LURL:http:1川 ww.avio.co.jpl 弊社トムベージにて製品情報割賦しています。

一 篇二営業本部 〒105∞03!11京都港区西新編小20-1 第二宮損部 (1電子機器製品担当)TELl03) 5401-7377-78 FAX (03) 5401-7344 
仙台宣庖 TEL(022)71ι6325(代表) FAX (022) 712-6326 福岡宣 后 TEL(092)411-7371(代表) FAX (092) 471-5077 
名古屋宣庖 TEL(052) 951-2926(代表) FAX(052)971令1327 童沢智難所 TEL (076) 262・4116(代表) FAX (076) 262-4117 
大阪宣底 TEL(06)6304-7361 (代表) FAX(06)6304.7363 広島曾難所 TEL (082) 542φ561l(代表) FAX(日82)542-5616 
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.1II11i回覧叡:16.000rpm 

.1盛大遺心no濃度 21，130G

F 一一一一一・ 3 ・g大容・ 50mlx4本

Z二二二二エs・事体寸i圭345w刈 65ox780H切
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ra晃がありますa

事黛内容基賓研究弔立葉 博外診断用医薬品 ー掛旬用医薬品 化牢ヱヨ置薬品の傾売/理化竿機器軍痩罵袖器

分析用機器その他機器、器具の傾亮.修理/家電割品 コンビュータ及C澗 逮ソフトウ ヱアーの開発掘売

お近くの正晃が多機化するお客様のニーズにお応えします。

圃本干土 -福岡第一営業所 E山口宮業帯

TEL (092) 621・8199 FAX (092) 611・4415

.営業本部 {斌票怠断案]

TEl (092) 611-8131 FAX (092) 621-5025 

・福画第二営業所

TEL (083ヨ)72-0215 FAX (0839) i2・2ヨ42

・τ国営業所

TEl (092) 6"・7411 F.>.X (092) 611-8011 

.営業京都 [電子材料化 宣 品 器 材]

7El (092) o11・5.335 FAX (092) 521・8384 iEL (0832) 48-3862 FAX (0832) 48-3072 

・北九州営業所 ・‘棺営業所

TEl (092) 621-813ヨ FAX(092) 611・7445

.営業本部 [情報機器]

Tel (OC3) 671・8006 FAX (093) 671-8C口7

・久留米営業所

iEl (096) 380・0口55 FAX (ロヨ6)380-0369 

・沖縄営業所

TEl (092) o21ーヨ217 FAX (0宮2)622-9755 

・営業本部 [家電l

TEL (0942) 45四 1331 FAX (0942) 45・1336

・六分営業所

T言L (098) 888・3666 FAぷ (098)888-3669 

・沖縄正晃舟式会と

TEl (092) 621-8167 FAX (092) 621-8571 

・理化掌機器部

7El (0975) 58-0025 FAX (口975)58-9080 

.催賞営業所

TEL (098) 888・3688 FAX (098) 888-36oヨ・4栃涜京都互送り←

TEl (092) 621ーヨ215 FAX (092) o24-35ヨ4 iEl (口952)22-7841 FAX (0952) 22-7849 TEL (092) 611-5339 FAX (0雪2)o，，，，，49 

・医震機器部
TEL (092) 611・5761 FAX (092) 621・8384 ⑬正晃株式会社

ト 植物生理学洋書案内 ρf，j}"C~ilm .~t4iiUQ ..1(. 1m n m ItQ Q¥SI 

Me旬以地icEnginee血唱。fPl組t決ωn也η

Metabolism 
edited by Robert Verpoorte and A W. Alfennann 
June2α:XJ Hard 296 pp_ ISBN0-7回3-63仙 4 ￥18，αm
Inthis故旧>1<，血ヨlya generaJ ir阪地問onis given on pl釦 t
鈴∞n也ryme泊加，lism， followed by an overview of出e
戸間ble得'PI'C脳::hesthat ∞uld be used to alter鈴∞n也ry
m凶)()lite戸.th悶 ys_In aぉriesof chapters from various 
authorities in the field，組overviewis given of the state of the 
副 for加1jXl此antgr叫lSof鈴∞n也rymeta加日tes_

IぬαGasEmissions and Planお
巴ditedby S.N品ゆ

S叩t.湖沼 H剖 368pp_ ISBN 0-7児3-6545-3￥20，4∞

百lePlant Ceu Cycle 
巴ditedby Dirk Inze 
Reprinted from <PLANT MOLECUIAR BIOLαJY，43:5-6> 

Nov_2αx) Hard 264pp_ ISBN 0-7923-6678-6￥15，3∞ 

令1手海外ぎ!!患者続51fァ

Plant Polyphenols 2: Chemis旬，Biol句y，

Phannaωlogy， Eω1句~

editedbyG伺曙G.Gn眠R.w，n佃歯嘗way，T. yi田l1ida

くBNiICllFE SCIENCES 66> 
Jan2αXlHard句匂'P-ISBN 0-ヌ泌-46218-4￥39;筑xl

con蜘 ts:Prefi蹴_ 1. Intr吋uction_2. Hydro取zable
百uuos_3.仁bndensedTannins and Related co叫lOunds.4.
Biotedmol，句~.5. Antio活伽t ProJ光r脂血dH白rt Disease. 
6. 白nfonnation，臼π1plexation，制An也niα由 ial
h 戸吋es.7. Polyphenols and can伺'.8. Polyphenols in 
ωmmerre. 9. Polyphenols and E∞Ilogy. 10. Concl凶ing
Remarks. ll. Indexes 

仁~niferωd Hard面白S
editedbyFr富岡田J.B単首相dS附 tenJ.ω00伽

1REE PHYSIOLOGY ¥bL 1 
Oct2Jα:XJ Hard 612 pp. ISBN 0-79おる636-0￥20，4∞

表示制耐名には消費税は含まれておりませ人々 尚、価格は為替
レート¢波望樽により予告なしに変更されることがあります。

予めご了承くださ¥，¥，

本社:〒182羽 24東京都間布市布図 1-44・3高橋ピル
TEL: 0424-84・5550 FAX: 0424-84・5556

開叫:加 k@刷凶00.∞.jp h即加lWW.neutrino.∞.jp/



Barnstead超純水製造装置

NANOpure DIa.rnond 

相量種名 BASE UV 

製造水 .高純度{比担E銑値) ma x. 18.2 ma x. 18.2 

Toclエンドトキシ く10pp b く5pp b 

採水畳 1.5L/min 1. 5L/min 

機能/その他
循理相量書長 1伽 in/hour 1伽 in/h凶 r

• NANOpure DIamond BASE 
JIS K0557化学分析周の水質 (JISA4何λ)
一般化学分析周・原子吸光分析・器具洗浄・NANOpureDIamond UV 
環境ホルモン分析・VOC分析・イオンクロマト

HPLC' ICP' ICP-MS・高精度分析・NANOpureDIamond UF 
細胞治養・生化学・分子生物

医薬学用パイロジェンフリー

• NANOpure DIamond UVfUF 
Rnase、Dnase、DNAフリー

遺伝子実厳用

>>金槌種 N.I.S.T.校正、 GLP/uSP対応可能!

》擦水量/採水時間の般定可能!

》カートリッジの最長使用期聞は 1年間!

UF UV/UF 

max.18.2 m a x. 18.2 

く10ppblく0∞5EU/ml く5p p b 1<0. 005EU/ml 

1. 5L/min 1.5L/min 

IOmin/hour 1印刷n/hour

リモート'faヘ.ンザ 。れ.γョン 1)壬ート予'0.へ.ン曹ー (2.4m) 

販売可価格 事770.0∞ ￥1，000.000 

当社の主な業務内容

・英訳・和訳と英文校正・
バイオサイエンス、医学、薬学

歯学等の研究論文、医療機械

プ口トコール、毒性試験、治験データ等

・外国文献の和訳・
(各国語翻訳)

・経誌、議事録の一括校正・

・テープ起こし(英文・和文)・

事1.020.ωo ￥1，230.∞o 

バイオサイエンス

軍学{臨床/基礎) ・3医学・歯学文献の

英文校正と翻訳

(有)医学英語総合サービス
〒606-8303 京都市左京区吉田橘町27
代表取締役 ダニエル・ムローゼック

TEL (075) 771・4180
FAX (075) 751・2434
http://www.med-english.com 



DNAシー5ケ3側ンlスlrun 
問附d品:Yl

DNA.合成試薬払0，000刊受託誌D』NEAV合献成t i 
PIa皿刷。:y酬run11 DNAトケン誓Jjto蛾

ベプチト嚇時yト(持倒)
TO制捜量分析 f ポリクロ』ナル抗体側 t~ ， ，. .. 'Y300， 000 

手20，餓/榔(ヘア外'・制A等) ￥165，∞0/ウサギ2羽

制 御 川.(3副校) “ 仰各:竃時お貝弘績3もり5いなたし才愛欄す

北海道シスチ
URし http://'愉 附w.hssnet.cojp/

e-mail dna@hssnet.cojp 



F 液相・酸素電極コントローラー [_DTIII 】

重竺!.lllo:!lO主竺世j単旦とJ盟巴;ι戸高思思斗漂白色j

扇同

'，.1<陪 S砂a.1

i 逗，，~'; 11る

OXY-Hi，液相専用の酸素電極コントローラー

です。

コントローラーにスターラーが組込まれた構造

で、反応容器DW1、 rNl2I2、DW3と組み合わせ、

呼吸による酸素吸収や光合成の測定に使用しま

す。

従来の機種は、測定値をペンレコーダーに記録

する方式でしたが、 OXYべでは測定値をパソコ

ンで処理し、リアルタイムに額面を表示します。

測定問閣は0.1秒に1固から10秒に1囲まで7段
階あり、 1週間以上の連続観測にも対応できます。

酒菌土のグラフにマークを付けたり、酸素貨の

変化速度を、自動で計算できる機能もついてい

ます。

パソコンで処理したデータはASCIIで保存する

こともでき、エクセルで解析することもできま

すよまた、反応容器内と電極の温度を制御でき

るOXY・7もあります。

(液相・ガス相モニタリングシステム OXY-LAB 
ロ

OXY";LA別手、勺液相とガス相の両方が測

定できる、酸素電槙コントローラーです。

液樹用DW1、DW2/2、DW3と、ガス棺

~用ω'112ξLD2I3と組み合わぜて使います。

OXY-LABの機能

・tED光頭 ~LH11JRまたはLH36I2R) を、
サンプルに照射する輝度、間摘、碍間

等ソフトで自動コントロ戸ルできます。

.温度センサーのQTP1のポートも用意

しであり、温度も同時に記録できます。
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